
日本 統 計 学会 第 66回 大会 記録

(1998年 7月 28～3tl日 )

7月 28日 (火)(午前 A会場)

共通テーマ :非臨床試験における統計学の役割一新

薬の薬理・ 毒性学的評価における統計

学的諸問題一

オーガナイザー 日本化薬創薬 半 田
座長 東京理大・工 吉 村

A‐1 薬効・薬理試験の統計的評価の現状とその間
題点

東大・医 浜 田
ユーザイ 小 野
エーザイ 板 東
日本タバコ 吉 野

日米欧の代表的な薬理学雑誌,′ JPET(165報),
EJP(196報),JJP(134報)について,用いられて
いる統計手法の文献調査を行った:依然として t検

定が多く用いられていたが,複雑な分散分析や多様
な多重比較の手法も多く使用されていることが判明

した.しかしながら,不適切に統計手法が用いられ
ている場合や,統計手法が網羅的に記述され,項目
ごとに使用された統計手法を特定するのが困難であ

る場合も多かった。現状を改善するためには,薬理
試験の現場へ正しい統計学の知識を普及させること

が必要である.

A‐2 薬理試験の試験計画書及び報告書の作成に関
する統計的留意事項

富士レビオ 山 田
吉富製薬 橋 本

_: 藤沢薬品工業 前 田
参天製薬 寺 崎
住友製薬,東 宮

,      中外製薬 竹 内
バイエル薬品 広 中
ヤンセン協和 名 越
RPRジャパン 佐 野

医薬品開発における科学的な評価のためには,統
計的な配慮が欠かせない。ここでは特に薬理試験に

おける科学的な計画の立案と客観的な評価を行うた

めの統計的留意事項について紹介した.試験計画書
では,試験目的の明確化,仮説の構造化,無作為化,

盲検化,統計解析方法のデータの取り扱いや統計解
析方法の記載の仕方などについて例をあげ,報告書
では統計解析方法,図表,結果/考察などでの記載上

の留意事項を示した.

A‐3 ラット反復投与毒性試験における計量値デー
タ解析方法の検討

旭化成 今 溝   裕
千寿製薬 榊   秀 之
日本ロシュ 瀧 澤   毅ホ

毒性試験における生物学的評価,毒性学的評価と
その中で用いられている計量値検査項目の統計検定

に毒性家が期待することから,こ こでの統計検定は

基本的にスクリ‐ニングの意味であることを示し

た.そのうえで,どの検定手法が毒性試験において

有用なのかを評価する方法として,ス クリーニング

検査の評価法すなわち偽陽性率,偽陰性率,陽性適
中度,陰性適中度を用いることを提案した.製薬協
基礎研究部会の収集した実際の 19試験について,毒

性家に知られているいくつかの検定手法による判定

と最終的な生物学的判定とを比較評価した.

A‐4 大動物の反復毒性試験における性の取扱い
日本ロシュ 高 橋 行 雄

ホ

山之内製薬 安 藤 正 一
東京理大 芳 賀 敏 郎
千寿製薬 榊   秀 之

日本製薬工業協会で集積された大動物,主にイヌ
とサルを対象にした 15施設 47試験 1339頭 42変数

の反復毒性試験データを用いて,ルーチンの統計解
析に応用可能な検出力の高い解析方法を検討した.

性と投与量群の 2元配置,器官重量については,さ
らに体重を共変量として加えた統計モデルでの性と

投与量群間の交互作用の出現はランダム的であり,

交互作用を除いた主効果モデルでの統計解析が検出

力の高い方法であった。
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A‐5 第 2種の誤りを評価する無作用量の決定
九大 0数理 柳 川   尭十

熊本大・工 坂 田 年 男

毒性試験では「毒性があるにもかかわらず,見逃

す誤り」 (第 2種の誤り)が重要である.に もかかわ

らず多くの統計的技法は「毒性がないにもかかわら

ず,あ るとする誤り」(第 1種の誤り)を 5%や 10%

に厳しくおさえている。これはおかしい。本報告で

は,直接的に第 2種の誤りを評価する無作用量決定

法を提案した。

A‐6 生殖毒性試験に於けるリッター効果を伴うニ

値反応データの分布型調査

武田薬品工業 寺
日本イーライリリー 上

持田製薬 舟
旭化成工業 今
千寿製薬 榊
エーザイ 朝
日本ロシュ 高
日本ロシュ 滝
山之内製薬 安
ファイザー製薬 真

生殖試験で取り扱うデータの代表的なものに,胎

児奇形発生率がある.同腹仔間では,薬剤反応が類

似する傾向性があることが知られている (リ ッター

効果).こ のリッター効果を伴う二値反応デ‐夕に対

し,Weil法,β二項分布に基づく方法,GEEの利用

等が研究されており,各モデル 。解析間の比較検討
を進めている.検討の出発点として,対象となるデ
ータの分布特性を調べることは重要である.こ の報

告では,実データに基づく二項分布,β 二項分布への

適合性について報告する.

A‐7「非臨床試験における統計学的原則に関する

指針 (案 )」 について

HMR
マルホ

シェリングプラウ

鐘紡

大日本製薬

田辺製薬

日本新薬

ファイザー製薬

日本化薬
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´

が強く求められている.我々は科学論的および統計

学的な見地から非臨床試験の進め方について原理原

則を記述したガイダンスが必要であると考え,表記

指針を作成中である.本大会においては,指針作成

の基本となる考え方を示した.

7月 28日 (火)(午前 B会場)

共通テーマ :時系列解析 (I)        :
座長 統計数理研 田 村 義 保

B‐1 中間統計の拘束条件付きランダムウォークに
よる解析

東北大・情報・院 都 築 優'一ホ

東北大・情報 原   啓 明

我々は地震現象における断層の変位の繰り返しモ

デルや世界における累積犠牲者数の統計を中間統計

の立場から検討した。手法としては,これらの時系

列を拘束条件付きランダムウォ‐ク (RRW)モ デル

でシミュレーシヨンし,拘束条件のパラメータタを

考慮した標本経路として表現させた.こ の解析から,

地震現象における断層の変位の繰り返しモデルと世

界における累積犠牲者数の統計は,両者 ともこの

RRlWモ デルで表現することができることが分かつ

た。

B‐2 定常時系列における異常値検出
駒沢大 0経営 長   国 強

時系列観測値に劇的な出来事 (地震,戦争,石油

危機,印刷ミス等)の影響で異常値が発生される現

象はよく見掛ける。

本報告では,定常時系列に潜在された異常値の検

出方法について述べる.も との時系列を定常線形モ

デルに従うと想定した上で,異常値を二種類に収欽 ,

最尤推定法のWhittle近似を利用して,線形モデル

の母数及び異常値の推定から異常値の検出・除去,

線形モデルの母数の再推定までの二連の作業のある

手順を提案した.

B‐3 単位根検定をめぐる分布
東京国際大 e経済 鍋 谷 清 治

3次までの多項式傾向線を含む 1階の自己回帰型

の季節モデルで,単位根検定の統計量の漸近分布を

求め,・かつシミュレァションの結果を報告した.そ

の結果,′―統計量の極限分布は,4次 までのモ早メン

トを利用した Gram‐ Charlier級数による分布で,か

なりよく近似されることがわかった.

哲

之

一
裕

之

郎

雄

毅

一
章

浩

光

　

秀

芳

行

　

正

尾

坂

喜

溝

　

野

橋

沢

藤

野

靖

由

悟

博

史

夫

信

威

淳

篤

淳

達

英

明

博

山

田

　

森

井

谷

村

河

田

宮小

平

澤

光

笠

熊

田

平

半

今,科学性,経済性,倫理性を高めた非臨床試験



日本統計学会第66回大会記録

B‐4 Lea.st Squares Estimation of the Regres‐

sion Model with I(O Regressor

関西学院大・商 杉 原 左右一

独立変数が非定常な I(d)過程 (グ >1/2)に従い,

撹乱項が定常 AR過程に従う定数項を含む回帰モ

デルについて,未知母数のOLSと GLSが同一の非

標準的極限分布 ((グー1)重和分プラゥン運動を含む

分布)を持つことを明らかにし,関連する統計量の

統計的諸性質について考察した。

B‐5 AR(2)モ デルについて

東大 。経 国
統計数理研 佐

2次自己回帰 (AR(2))過程の中でも闘値自己回

帰過程と同時転換自己回帰過程の定常域とエルゴー

ド性の条件について,シ ミュレーション結果と理論

的結果を報告した.線形自己回帰過程と比較すると

定常性や幾何エルゴード性の条件ははるかに複雑に

なることがわかった.

B‐6 拡散過程に対するあるノンパラメトリック推
定量について

東大・数理 吉 田 朋 広

ミキシング過程の汎関数に対する漸近展開の結果

を用い,拡散過程の定常分布で表される汎関数の経
験分布によるノンパラメトリック推定量の漸近展開

を与えた.      ‐

B‐7 連続時間ミキシング過程に対する3次の漸近
展開とその応用

連続時間径数を持つ幾何的強ミキシング過程のあ

る汎関数に対して,そ の分布の 3次の漸近展開を求

めた.その結果は,様々なモデルにおけるM推定量
や対数尤度比統計量など多くの統計量

'こ

応用できる

が,こ こでは特に拡散モデルの最尤推定量について,

その分布の 3次の漸近展開を求めた.

7月 28日 (火)(午前 C会場)

共通テーマ :ミ クロ統計データの活用 (I)世帯統計

と分析手法

オーガナイザー 慶應大・商 樋 口
座長 慶應大・商 北 村

C‐1 家計調査と貯蓄動向調査の統計的マッチング
について

青山学院大・経済 美
一橋大・経済研 荒

どのような条件の下で統計的マッチングが有効な

手法となるかを確認するため,具体的な比較が可能
となる例として「家計調査」と「貯蓄動向調査」の

ファィルを利用した実験を行った.家計調査におけ

る所得および消費支出と貯蓄動向調査における貯蓄

との相関が,異なるマッチング方法によってどの程

度異なるのかを検討した。

簡単な実験によっても,個々のファイルにおける

変数の周辺分布を保存しない「無制約」マッチング

の手法では正しい分析を実施するためのファイル作

成には困難があることが明らかにされた.

C‐2 準同居世帯の生活状況について
東京理大・経営 寺 崎 康 博

子と同居,あるいは同一敷地内に居住しているが

生計費は別という準同居世帯について,『国民生活基

礎調査」 (厚生省)の ミクロデータを使用してペアに

なる世帯を推計する方法を示し,その試算結果を報

告した。特に,準同居には四国,南九州及び大都市
圏に多いという地域性が見られること,及び準同居
という形態は両世帯の所得状況が関係していること

を明らかにするとともに,ペアになる準同居世帯の

世帯所得を合算したものを,同居世帯のそれと比較

検討を行った.

C・3 生活時間の社会勘定の推計
名城大 `商 勝 浦 正

聖学院大・政治経済 北 山 直
東京理大・経営 寺 崎 康

金銭を伴わない活動が増加する社会において,

人々の活動の全体像を把握する方法として生活時間

の社会勘定を提案し,個人活動勘定に関する試算結

果と,共同活動勘定の推計方法を報告するとともに,

ミクロデニタの活用方法について検討した.特に,
「社会生活基本調査』において,生活時間に関する調
査結果と余暇活動に関する調査結果を組み合わせた
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推計の可能性を示唆した.

C‐4 入院患者の二次医療目別分析
兵庫県立看護大 松 浦 和 幸

患者調査は,医療施設を利用する患者について,

その傷病状況等の実態を明らかにし,医療行政9基

礎資料を得る
「
とを目的としたものである。平成5

年調査では,その調査客体数が拡大され,病院の患

者の状況を二次医療圏別に分析することが可能にな

った.本報告では,患者調査のミクロデータの目的

外申請利用による結果を含めて,入院患者がどの地

域の医療施設で受診しているか,(高年齢者の)長期

入院が二次医療圏での本院医療にどのように影響し

ているか,などの結果を報告した.

C‐5 疑似パネルデ…夕の作成実験
阪大・経 伴
阪大・経 高

疑似パネルデータは,独立して調査されるデァタ

を特定の属性に基づいてグループ化し,パネャデー

タと同等な結果を得ようとするものである.本研究

では,1984年,1989年 と1994年の3時点で調査され

た全国消費実態調査を用い,都道府県を単位とし,

1歳刻みで集計した。各コーホートに含まれる標本

の平均が20ないし30程度となるが,機械的な分類

でなく,年齢階層や地域を限定して集計すれば,セ

ルに含まれる標本数は十分な数に達する可能性が示

された.作成された疑似パネルデータを用いること

で,所得の変化と消費の変化に相関のあることが明

らかにされているが,これは恒常所得仮説から導か

れる結論とは異なるものであり,流動性制約などの

要因を入れて分析する必要のあることが示唆されて

いる.               |

C‐6 個票開示リスク評価における超母集団モデル

′東大・経・院 星 野 伸 明・

.   東大・経 竹 村 彰 通

本報告では個票開示リスク評価問題が,生態学の

ストカステイツクアバンダンスモデルの考え方と似

ている事を指摘した`更
に相違点を整理し,その観

点から推定の為の超母集団モデルを関淳付けた.

具体的には,ポアソンガンマモデル,多項デイリ

クレモデル,Ewensモデル,フ ィッシャーの対数級

数モデルを取り上げた.そ してこれらのモデルの間

の関係が,母集団サイズを確率変数とするか否か,

又は極限操作で説明出来る事を指摘した。

第28巻 第3号 1998

C‐7 プートストラップ推定一理綸と実用性―

統計数理研 馬 場 康 維ホ

統計数理研 土 屋 隆 裕

プートストラップ法による標準誤差の推定法のう

ち,1)リ スケーリング法,2)mirrOr_平 atCh b° ot‐

strap,3)疑似母集団による方法を俯政し,適用場

面,情報処理とおう実用性の面から,その得失を訪
じた.

C‐8 家計調査・単身世帯収支暉査におけるプ… ト

ストラップ法による標準誤差の推定

総務庁統計局 塚 田 武 重ネ

環境庁国立環境研 澤 田 鉄 也

ブ,ト ストラップ法を用いて,家計調査及び単身

世帯収支調査のデす夕により標準誤差の推定を行っ

た結果を報告した.

C‐9 最適マッチングによる個票データの秘匿処理

東大・経 竹 村 彰 通

本報告では官庁統計の個票データの秘匿に関し

て,局所区間表示という新しい秘匿法を提案し,そ

のためにグラフ理論における最適マッチングのアル

ゴリズムが有効に用いられることを示した.

7月 28日 (火)(午前 D会場)

共通テーマ :統計教育       ‐

.    座長 東大・教養 松 原   望

D‐1 統計教育の現状とその在り方について一統計

教育委員会の調査・研究撃果の総話一

駿河台大・。経 三 浦 由 己

D‐2 中学・ 高校における統計教育について

明星大・理工 平 川 孝二郎

D‐3 大学における統計教育について
駿河台大・経 三 浦 由 己
千葉大 村 上 正 康・

統計数理研 村 上 征 勝

1995年に統計教育委員会の第 2ウ ーキング・グル

ープが中心となり,全国の 4年制大学を対象とした

統計教育に関する実態調査を行った,この調査の分

析結果と,1989年に統計教育委員会が行つた第 1回

の実態調査の結果の比較を通じ,大学における統計

教育の現状と教育環境の変化について報告した。

美

吾

金

真木



日本統計学会第 66回大会記録

D‐4 産業界・公的セクションにおける統計教育に
ついて            '

福島大・経

帝京大 0経

石巻専修大・経営

明星大 0-般教育

D‐5 統計教育とコンピュータ利用について
、元龍谷大・経 上 田 尚 一

D76 新学習指導要領に基づ く私立大学入試におけ
る確率・統計出題について .

統計教育委員会第 lW.G.
明星大 0理工 平 川 孝三郎 *

統計教育第 l WG 宇 喜 多 義昌

平成 9年度入試は新指導要領に基づく第 1回日で

あった.数学 Iは必修科目であり,その中に確率の
一部が含まれているが,「確率分布」および「統計処

理」は高校で選択領域となっているため,大学入試
の出題において除外され,あるいは軽く扱われるこ
とが懸念される.今回は私立大学における出題領域
の指定状況を報告する.

D‐7 統計教育での計算機器使用のすすめ
統計教育第一 WG宇 喜 多 義昌*

明星大 ,理工 平 川 孝二郎
明星大 0理工 小 野 英 夫

1.はじめに一統計計算の電卓,コ ンピュター等の
使用について.

2.算数・数学教育 と電卓 .(現行学習指導要領か
ら).

3。 現行の関数電卓 (2変量統計処理可能)ではど
の程度の統計々算可能か◆

4.電卓を利用しての統計教育 (例題を中心とし
て).

5.回帰と回帰分析,分散分析 (電卓を利用して).

D‐8 実変数関数と確率変数関数との関係 (中高数
の中から)

統計教育第一WG 宇 喜 多 義昌+

明星大・理工 平 川 孝三郎
明星大・理工 小 野 英 夫

寒変数関数Z=ズ″,レ ),(″,y)∈ D⊂〃 と,確率 2
変数ベクトル(χ ⊃∈Dと (2変数ベクトル)確率
変数関数ズχ ⊃=Zと の相異点と共通点について
考察し,高数での確率 `統計教育のポイントを示し

た.

D‐9 統計的方法の`informd"application
伊 藤 孝 一

Kmskal(1978)は 応用統計とは,理論的に研究,さ
れた統計的方法の“inforlned"applicauonで あると

述べている.科学,技術,政治,経済,経営,工業
その他の分野における問題解決のために,四分野 :

(a)データの収集,(b)記述,(c)推測,(d)決定
における統計的方法を援用することができる.こ こ

では,統計的方法とその背後にある理論の現状を考
察した上,応用統計と統計教育の見地から統計的方

法の“infomed"applicationに ついて一つのガイド

ラインを提案したい.

7月 28日 (火)(午前 E会場)

共通テーマ :離散データの解析 (I)分割表・確率モ

デルなど

オーガナイザニ

東京理大・理工 富 澤 貞‐男
座長 慶應大・理工 神 保 雅 ニ

E‐1 多次元分割表における周辺同等性からの隔た
りを測る尺度

東京理大・理工 槙 井
東京理大 0理工 富 澤

多次元分割表において:次数 1の周辺同等 (MH)
モデ′ンか らの隔た りを測 る尺度 をTomizawa

(1995)は提案した.本報告において,Tomizawaの
・尺度の,よ リー般化した尺度が導入された.尺度は,
パワーダイバ‐ジェンスを使って表現された.尺度
は 0以上 1以下の値を取り,また尺度の漸近的信頼

区間が与えられ,い くつかの分割表データにおいて
MHか らの隔たりの程度を比較する際に,提案尺度
が有効であることが具体例とともに示された.

E・2 離散データの解析
静岡大 0教育 弓 野 憲 一

二次元,三次元およびそれ以上の次元の分割表に

集計されたデ
=夕
にノ検定を施して交互作用が有

意になった時に,それがいずれの細胞の偏りによっ

て生起したのかを統計学的に決定することは容易で

はない。この講演では,分割表での交互作用効果の
源泉を突き止める一つの方法である,Goodman
(1964)に よって提唱された対数―線型モデル分析の

理論と計算方法,な らびにその方法の適用限界につ
いて報告された.

精

男

清

賓

健

蘇

家

下

内

谷

新

松

竹

塩

士心
　
田力

剛

貞



日 本 統 計 学 会 誌

E‐3 順序分割表の解析について

一連関モデルと子の周辺=
大阪電気通信大・情報工学 辻 谷 将 明

カテゴリーに順序を有する分割表の解析に関レ

種々の方法が展開されてきた.そ の契機となったの

は,最適尺度法で,そ の後,数量化法,=準相関分

析,双対尺度法へと発展し,渾年,コ ンスポンデン

ス分析として脚光を浴びている.

一方,尤度原理に基づく連関モデルは,グラフ解

析としても有効性を発揮している。本薔では,連関

モデルを中心にこれらの展開系譜を整理した.その

上で,順序応答カテゴリーに位置および散布度スコ

アを割付けた連関モデルについて考察した。

E‐4 ロジットモデルに基づく質的変量のパス分析
大分医大 江 島 伸 興

パス分析は通常,線形回帰式を用いて連続変量に

関して行われる。ここでは,軍的変量の因果システ

ムをロジットモデルで表現し,パス分析を行う方法

について論じた。二般化ロプツトモデルにおいて,

因子の応答変量に対する効果とパ不係数を対数オッ

ズを用いて定義した.再帰的因果システムのパス分

析を議論し,直接,間接,および全効果を計算する

方法を提唱した.本論文による議論を例示するため

に数値例も与えた.

E‐5 多項モデルの検定における検出力近似につい

て

帯広畜産大 種
北海道教育大 関
北大・工 今

多項分布の適合度検定においてパワーダイ
バ~ジ

ェンス統計量 Rα の漸江的検出力はαの値にかかわ

らずすべて等しいと評価されてしまう.そ こで検出

力の正規近似や,Rα の Taylγ 展開における
二次及

び二次の項より構成される近似が考案されてきた・

本報告では正規化変換に基づく検出力近似方法を紹

介し,この近似方法の積多項モデルの一様性検定や

分割表の独立性検定への拡張を行つた0

E‐6 離散と連続変量が混在しているデ…夕におけ

る距離とその応用

成険大・経 中 西 寛 子

離散変量と連続変量が混在していう場合の距離を

用いると,既知母数かつ条件付き確率分布の正規性

の仮定のもとで,各母集団に対する誤判別率の合計

第 28巻 第 3号 1998          ′

を最小にするという判別法が導かれる.前回の発表

で:距離を用いて誤判別率の推定を行うことを提案

した。今回は,数値例と実際のデータからその使用

可能性について述べた.また,「推定すべき母数の数

が非常に多くなる」という本判別法の欠点を補
うた

め,距離を用いた離散変量の変量選択法につぃて述

べた。

E‐7 結晶群の出現頻度と確率モデル
統計数理研 伊 藤 栄 明

結晶の対称性は230の空間群あるい lキ 32の点群

をもちtゝてあらわされる.無機結晶構造データバT
スICSDをもちいて,無機結晶物質の種を定義する

方法を提案し,定義された種の点群の出現頻度をも

とめた.32の点群について群,部分群関係のネット

^ヮークを考え,そのうえのランダハウオークの平衡

分布を考えることにより,点群の出現頻度を説明す

ることを試みた.

E‐8 組合せ統計学
統計数理研 鈴 木 義一郎

破産問題,逆転の確率,成功連の長さ,多項分布

の非0-セル (NEC)と いつた問題は,いずれも2

項株数などの組合せ数学を用いて記述できる,これ

らの確率モデルに対する精密な計纂法を開発し
て,

漸近展開などによる近似式の精度の検討を行なっ

た.‐

7月 28日 (火)(午後 (I)F会場)

学会賞授賞毒・受賞記念講諄

7月 28日 (火)(午後 (Ⅱ)A会 場)

共通テーマ :医学統計

座長 自立公衆衛生院 丹 後 俊 郎

A‐1 医薬関連デニタの解析における統計モデルの

役割

東京理科大・工 吉 村   功

データ解析で用いられる手法は,多 くの場合,統

計モデルの想定のもとで正当化されている。1現実の

状況ではそのモデルが成車しない場合が多
い.医学

‐データの解析においてその乖離を無視して統計手法

を使用すると,不合理な結論を導びいたり,不適切

な解釈を行なうことになる。モデルの役割が重琴で

ない場合は,結果の解釈をモデルと切り離した方が

ょいこともある.本発表では,理論的視点から想定
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される統計モデルの現実的データ解析における役割

を医学関連データに即して議論した.

A‐2 用量・時間・反応型薬理試験データの解析法の
検討

東京理大・工 大 森   崇・
東京理大 :工 角 野 修 司
東京理大 0工 吉 村   功

用量 e時間・反応型薬理試験デτ夕の解析法とし

て,従来行われている輸切り検定の問題点が指摘さ
れ,非線型混合モデルを用いたアプローチが提案さ
れた.事例に基づき,提案する方法の具体的な扱い

方が示されるとともに,解析法の検討がなされた.

A‐3 臨床第 1相試験でのクロスオ…バ型デザイン
による日内変動を伴う時変イヒパターンの解析

について

日本ロシュ 山 本 英 晴

バイタルサインデータのように日内変動で午後に

上昇しまた24時間後には投与前の値近くに戻るよ

うなデータに関して,対照群と薬剤群間で単回投与
後の変化パターンを検出する場合には,どのような
相関構造を用いるのがよいかを,実際に実施された
臨床第 1相試験デザインからSASの線形混合モデ
ル蕉用いた解析の事例を示した.

A‐4 層内における予後因子の不均等度と層別ログ
｀

ランク検定のサイズとの関係

九大・医療情報 赤 澤 宏 平
九大・医療情報 絹 川 直 子
九大・医療情報 野 瀬 善 明
長崎大 `環境科学 中 村   剛

層内の予後因子分布の不均等性が層別ログランク

検定のサイズに与える影響を検討した.症例を母集
団Ⅳ(μ,′)から無作為抽出して対熊群と治療群に

割付けた時に生ずる群間不均等を検討の対象とし

た。シミュレーションの結果,症例数を増やしても,
ハザード比は 1に近づくが,サイズの増加を防ぐこ
とはできないということがわかった.

A‐5 =絡因子の制御とロシスティックモデルにお
ける母数推定

岡山理大・総情 山 本 英
‐
岡山理大・院 土 居 政

A‐ 6、 年齢依存性特定癌死亡リスクの喫煙量と被曝

線量との中違性

岡山大・院 冨 田   誠
岡山大 ,環境理工 大 竹 正 徳

放射線影響研究所の寿命調査研究集団に対する

1963～ 80年間に実施した疫学的調査から得られた

喫煙歴に基づいて喫煙量と臓器被曝線量との関係を

年齢に依存する肺癌死亡リスクの変化を検討した.

この解析の目的は年齢に依存する肺癌死亡リスクに

対して喫煙量と臓器被曝線量との関係力功口算的であ

るか,相乗的効果であるか,または相反的効果であ
るかを調べた結果を発表した

`

A‐7 ニホンザルの成長曲線分析TCookの局所影
響に基づいた影響分析―

岡山大・院 李   聖 熙キ

岡山大・歯 Thomas Koppe

岡山大 0環境理工 大 竹 正 徳
岡山大・環境理工 田 中   豊

出生直後から9歳 までの手ホンザル (pig‐ tailed

macaque),ォ スとメスそれぞれ 23頭に対しMaxil‐

lary Sinusの 面積が反復的に測定された。こ・のデー

タに対し発育成長パターンを調べるために混合モデ

ルと局所加重回帰平滑法 (LOWESS)が用いられた.
また,最初 Cook(1986)に よって局所影響 (Local
lmuence)が提案され,Beckmanグ α′。(1987)と
Veやekeと Molenberghs(1997)などによって線形

混合モデルに応用された. ′番目の局所影響は,漸
近的に′番目の誤差項の局所影響と分散成分の局所

影響に分解され,さ らに,こ れらの局所影響は解釈

的に 5つの成分に分解される.これらを用いて個別

測定値の影響を考察した.

7月 28日 (火)(午後 B会場)

共通テ…マ :時系列解析 (Ⅱ )

座長 東大 0経 国 友 直 人

B‐1 非線形確率微分方程式の離散近似
統計数理研 田 村 義 保

マルチプリカティプな雑音項を持った非線形確率

微分方程式の離散近似について発表した.オ イラー

差分より高精度の近似方法が尾崎 (統計数理研究所)

や庄司 (筑波大学)に より発表されている.尾崎・
庄司は非線形変換によリアディティプな雑音項を持

った方程式に直してから局所線形近似を用いること

を提案しているが,ある種の方程式に対しては,尾

一
一
之



j30 _′    日本統計学会誌

崎・庄司の主張する変換|ゞ必ずし
も適切ではないこ

とを示した。変換を行う場合には境界条件に注意
し

て行う必要があることを強調したこ

B‐2 目的論的モデル
統計数理研 石 黒 菓本夫

変動する環境にあるシステムのふるま
いを説明す

る対立的 (補完的)な 2つの方法がある.一
つはそ

のふるまいを刺激に対する反応とし
て説明するもの

であり,他方はそのふるまいを何らかの目的のたゆ

として説明するやり方である。このような
2通りの

説明法をそれぞれ因果論的説明,目的論的説明
と名

付けよう.この論文では線形システムの
ふるまいの

目的論的説明を与える,デルを提案した.こ
のモデ

ルは本来因果論的説明を与える多次元ARモデ
ル

の係数行列を目的論的解釈を持つパラメータに
よつ

てリパラメトライズしたものである.数値例として

セメントのロータリーキルンシステムの解析を示
し

た.    ―

B:3 RBFニ ユーラルネットワークと状態依存モ

デルによる非線形時系列解析

統計数理研 施
統計数理研 田 村
統計数理研 尾 崎

本報告では二つのアプローチを考察し
てRBFの

非線形時系列解析に関する役割を調
べる。そのアプ

ローチのひとつはRBFネ ットワークにより直接に

時系列をモデリングすることである。もう
ひとつは

RBFに基づく関数学習で従来の状態依存

^Rモ

デ

ルの係数を近似することである.実データの解析実

験から,RBFに基づいた状態依存 ARモ デルの方が

RBFモ デリングによりそのRBFネ ットワ
ークの

効果的な役割を果たするということがわかつた.特

に前者にはRBFモデリングアプローチに指摘され

る “次元ののろい'と いう問題点も解消されたと
い

うこともわかつた.

B‐4 非定常性を考慮に入れた海面変動の一つの予

測量

北大・水産 甫喜本   司
*

北大 :水産 木 村 暢 夫

北大・水産 天下井   清
大学入試セ 藤 井 光 昭

本報告では,小型漁船が転覆といつた危険な状況

になりやすい海面変動を予測するための予測量
の提

案とその有効性に関する検討が行われた.海洋学で

第28巻 第3号 1998

よく知られている風波とうねりという
二種類の波変

動に対し,それぞれ局所定常自己回帰
モデルとホー

ルト・ウインタ=不
法を基に予測量を構成し,これ

らの合成によつて新しい予測量を提案し
た.この予

測量は従来よく用いられている予測量
をいくつかの

点で改善することを実証した。   ヽ

B‐5 周期時系列の長期予測について

統計数理研 施
統計数理研 田 村
統計数理研 尾 崎

できる限り単純なモデルで良い結果が取られるホ

うにすることは時系列解析の実用面で最も重要
なこ

とと思われる.本報告では医学や経済などの実デ
ー

タを使らてARモデタによる周期的な時系列の長

期予測に対する有効性を示したうえ
で,そのモデル

の固有根とその対応する周期の立場
からARモ デ

71/といくつかの季節調整モデルの関係を解明し,そ

してそれらの手法の合理性を説明した.最後に周期

データのARモ デリングについての注意点を報告

した.

B…6 ノイズが3次元非線形景気篠環モデルの挙動

に及ぼす影響

早大 0教育 稲
名市大・経 三

中央大・経 浅

3次元非線形差分方程式で記述される開放なの
マ

クロ動学モデルにおいて,パラメータが確率的な摂

動を受ける場合の解の挙動を数値
シミュレーシヨン

を用いて分析した.ノ イ「ズの存在は経済に響
め込ま

れている基本的な構造を不明瞭にする効果を持つ
て

いるだけではなく,場合によつては逆に背後に甲さ

れている構造を浮かび上がらせることもあ
ることを

示した.

B‐7 雇用変動の非線形時系列解析

東北大。経 寺 坂 崇 宏

ランバートタイプのモデルによる労働市場
モデル

を非線形あ時系列,デルに改良して,日本の製造業

の雇用変動に関する実証分析を最尤法を用
いて行つ

た。モデルの推定では,モデルの関数の形状
により,

微分を用いないで最尤推定値を推定する方法
を使用

した.また検定に関しては,確率値をシ、ュレー
シ

ョンの手法を用いて推定することで,パラメータの

推定値を検定した。モデルの摩擦的失業
に関するパ

ラメータの検定の結果,雇用量の決定にい,市場内
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の摩擦的失業による影響があるという強い証拠を得

ること力`できた.

7月 28日 (火)(午後 C会場)     |

共通テニマ :ミ クロ統計デ…夕の活用 (II)事務所統

計

オーガナイザー 慶應大・商 樋 口 美
・座長 慶應大・商 桜 木 |

C‐1 ミクロデータ利用による情報サ=ビス企業の
生産活動の分析

久留米大・経 山 田 和 敏

通産省の「特定サ‐ビス産業実態調査」と「情報

処理実態調査」の個別結果表より,情報サービス業
の生産活動の分析をおこなった.そ こでは,実験的
に,個別結果表より疑似パネルデータを作成し,個
別結果表の分析結果と疑似パネルデータを用いた分

析結果とを比較することで,疑似パネルデータは経
済分析に十分役立つ情報量を含んでいることを示し

た.同時に,疑似パネルデータに関して,`作成上お
よび利用上の問題点を整理し,紹介した.

C‐2 企業レベルの生産性分析―自動車産業のケー
スー

ニ重大 ,人文 山 田 光 男

自動車産業を事例 として,企業財務データから生
産,労働,資本等に関するミクロ経済指標を抽出し,
生産関数の推定と成長会計の要因分解など生産性の

比較分析をした. トヨタ自動車は高い労働生産性を
もつが,生産関数では正の企業ダミーが推定された.

企業別成長会計の要因分解では,85年以前の実質生 i

産成長率 11.47～ 11.69%の うち0.83～ 1.19%は全
要素生産性の貢献であること, トヨタ自動車のそれ
は比較的大きいが最大ではない,しかし生産シェア
が大きいため全体への貢献度は最大となることなど

が明らかとなった.

C‐3 企業統計の結果表車における産業分類の検討
信州大・経済 舟 岡 史 雄
一橋大 0経済研 荒 木 万寿夫=

昨年われわれは,売上高を基準とする現行の格付
手法の問題点を指摘し,企業分類め新たな視点とし
て,付加価値を分類基準とする具体的な格付手法を
提案した。今回は,企業活動を多元的に捉えた指標
に基づいてクラスター分析をおこない,帰納的に構
成されたいくつかの企業群が,どのような企業特性
によって特徴づけられ,また区分されているのか,

事後的に検討した結果を報告する.また,企業分類
における付加価値基準の有効性を検証し,売上高基
準の産業格付との比較 J評価もおこなう.

C‐4 日本企業の海外直接投資と雇用
慶應大・商 新 保 一 成キ

慶應大・商 樋 口 美 雄

本研究では,平成 4年および平成 7年の「企業活
動基本調査Jの個体票から作成したパネルデータを

用いて,日本企業の海外直接投資が国内の雇用創

出・喪失に与えた影響を分析した。平成 4年から平

成 7年にかけてのパネルデータ全体における純雇用

変化率はマイナス0.2%にすぎなかったが,これは

15、 7%の産業別に異なる雇用再配置をともなって
生じたことが明らかになった.パネルデータにおい

て海外進出している企業群における雇用創出・喪失

指標を算出し,海外子会社における売上先割合との
関連の観測結果の整理を行った.

C‐5 産業におけるエネルギー消費構造の分析
慶應大 e産研 吉 岡 完 治
慶應大・商 中 島 隆 信・

本研究は,事業所ベースの統計から日本の製造業
のエネルギー消費構造を解明することを目的に,①
エネルギー原単位分布の分析,②燃料シiアー関数
の計測を主たる内容とした.原単位分布は,どの産
業でも左に偏り右に裾野を持つ形状を示すが,金額
→力Fリ ー→C02の順で広がりが拡大した。燃料
シェア■関数の推定では,原単位の大きい事業所は
カロリー当たりで安価な燃料を用いているか,また
は資本ストック水準が最適水準より低いという結果

が得られた.

C‐6 ミクロデT夕利用による情報サ‐ビス企業の
費用BI数の計測

西南学院大・商 小 島 平 夫

1993■1995年度情報サービス産業にっいて疑似パ

ネル作成の実験を試み,費用関数を計測した結果,
1993年度との比較で1994年度の費用関数は有意に

上方に位置していたが,1995年度のそれは同位置で

あつた。より規模の大きい企業が小規模の企業に対

して費用関数が下方に位置していた。即ち,同不況
期において,情報サービス企業が総体的には規模の
経済性を実現している可能性が示唆された.この疑
似パネル分析結果は,情報サービス (真正)企業 17
社のみに限定した先行研究の小島 (1998)のそれと

ほぼ合致した.

雄
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ングとの比較を行つた.

C‐7 ミクロデータ利用による情報サニビス企業の

投資na数の計測

西南学院大・経 新 谷 正 彦

1993年,1994年および1995年における通商産業

省「特定サービス産業実態調査」の情報サー
ビス業

の個別調査表を用い,コ ーホートを地域とし,経時

変イヒを企業規模拡大で把握し,疑似
パネルデータを

作成した.パネル分析により,情報サービス企業の

乗数型投資関数の計測を試みた.計測結果によれば,

固定効果モデルが採用され,統計的|こも,経済学的

にも,満足いく結果であつた.推定された限界投資

性向は,「開銀財務データ」による情報サ
ービス企業

のパネル分析の推定結果と近似的であうた。

7月 28日 (火)(午後 D会場)

共通テ
=マ
:離散データの解析 (II)社会調査・文章

分析など

ォーガナイザー

東京理大・理工 富 澤
座長 立教大・社会 岡

｀
太

D‐1 セダン型小型乗用車の死亡事故発生要因のポ

アソシ回帰による分析

東大・教養 縄 田

交通事故総合分析セ 嶋 ・村

交通事故の発生要因を分析することは,交通事故

発生の低減対策を考える上で重要であり,ミ ク,ロデ

ータやマクロデータを用いた分析が行われている.

本論文では,交通事故総合分析センターで集計され

た 1995年末現在発売・使用されているセダンAク

ラスの乗用車のうち事故要因を表す変数に欠損年
の

ない 28車種のデニタを使い死亡事故台熱 ll影響を

与えると考えられる要因の分析をポアソン分布に基

づく回帰モデルを用いて行つた・

D‐2 自由回答の分析
一―ぃくつかの事例について一―

統計情報セ 村 田 磨理子・
東京国際大 :高 倉 節 子
統計数理研 大 隅   昇

ボランティアヘのアンケートなどの事例におい

て,対応分析に基づいた自由回答分析ソフトウエア

であるSPADoT/Jを用いて,分析を行つた.ま た,

日本語の特徴を考慮した分析手法の拡張によつて,

分類の精緻化を試み,大手によるアフターコーデイ

D‐3 欠損値の机理 :日本の有権者の政党支持に関

する解析    。
筑波大・社会工学 李   相 吉

*

筑波大・社会工学 金 澤 雄一郎

筑波大・社会工学 ,石 生 義 人

石生による時事世論調査のデータを用
いて,1996

年から1997年においての日本の有権者の政党支持

がどのような要因によつて決定されたのかを解析
し

た.「わからない」という回答に対しては回答
のメカ

ニズムをNonignorable no‐esponse.と 仮定し,こ れ

らのデータも含めてProportional=Oddsモデ
ルで解

析を行つた.推定方沐としては,EMアルゴソズムを

用いてパラメ
ニタの最尤推定を行い,モデルの妥当

性について検討した.

D‐4 源氏物語の統計分析一紫の上系,玉■系・第二

部,第二部の比較一

統計数理研 村 上 征 勝'
九大・文 今 西 祐一郎
古典総研 上 田 英 代

源氏物語 54巻は通常三つに分けられるが,その第

一部を更に紫の上系の巻と玉菫系の巻に分け,源氏

物語の成立に関する疑問 (巻の成率順序,複数作家

説に関する疑間)を解決tるため,四つのグループ

そ文体に差が見られるかどうか:主要な品詞や言葉

の出現率について分析した結果を報告した.

D‐5 日独大学生の社会的危機意識に関する離散的

データの比較分析

奎学院大 0人文学 丸 山 久美子

20世紀末今日,世界中が深刻な社会問題を抱えて

おり,21世紀を背負って生きなければならない青少

年に不安を与えている.そ こで日本とドイツの大学

生を対象に22項目から成る憂慮すべき社会問題 (環

境汚染,経済的危機,テ ロリ不ム,オ ウム真理教な

どのカルト宗教の発生9,レ イプ,エイズ,麻薬,失

業,倒産など)に対する危機意識を調査・比較分析

し,彼等の価値観の変容を探つた.
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7月 28日 (火)(午後 E会場)

共通テーマ :離散デ‐夕の解析 (ⅡI)離散分布 0推

測など

オーガナイザー

東京理大・理工 富 澤 貞 男
座長 筑波大 e数学 赤 平 昌 丈

E‐1 多次元離散確率分布に従う乱数の発生法
岐阜大 0応用情報 寒河江 雅 彦・
岐阜大・応用情報 山 本 けい子

檄 な多次元離散確率分布に従う乱数の統一的発

生法を提案する.こ の方法は,対応する確率分布の

正規近似に基づく方法である.本稿で取り上げた 5
つの確率分布に共通した共分散行列の構造に対する

SquTe=root‐free Cholesky分解公式 (Tanabe&
Sagae,1992)を用いて乱数発生を行った。この正規

近似に基づく乱数から離散確率変数への整数変換手

順も提案し,その数値実験結果から有効性について

も論じた.

E‐2 自然数の順序付き確率分割 DTG‐formulaヽ
の一注意
´
   鹿児島大・理 大 和   元

自然数の順序付きの分割全体からなる集合上の確

率変数とその分布について考えた.この分布の一つ

として集団遺伝学に関連して導出された Domelly‐

Tavarё=Grimths(DTG)fomulaが ある.こ の分布

はDormelly=Tavalモ  (1986)と Grimths (unpub‐

lished notes)に 依るものであるとし,Ewens(1990)

はこの名称を与えた.しかし,名称の拠り所の一つ

であるDormelly‐ Tavarё (1986)で導かれている分

布は,実はこれとは異なる分布であった.相違点を

指摘し,こ の分布とその性質について,簡単なモデ
ルを用いて示した.

E‐3 有向木の上の連の数の分布
阪大・基礎工 安 芸 重 雄

有向木の各頂点に対して {0,1}―値確率変数が対応

しているとき,その向きに沿った長さんの 1‐の連の

数の確率分布を求めた.その際,有向本に対応する
確率変数の集合に,有向マルコフ分布を仮定すると,

各頂点において適当な条件を置いたときの条件付確

率母関数の間に非線形な漸化式が成り立つことが分

かり;それ―を解くことによって,連の数の確率母関
数が得られる.また,相当大きな有向木に対してこ
の問題を考えても,数式処理を利用すれば解が得ら

れることについても報告した.

E‐4 長さルの成功連がはじめて起ころまでに起こ
、る長さ′の成功連の分布

統計数理研 平 野
阪大 e基礎工 安 芸
統計数理研 内 田

%次 (0,1}―値マルコフ系列で,長さたの 1の連が

初めて起こるまでに,長さ′の 1の連が起こる回数
の分布について報告した。方法は,確率生成母関数
を用いた.長さ′の 1の連の数え方は,オーバーラ
ップ,ノ ンオーバーラップ,J度長さ″,長さ′以上,

の 4通 りで調べた.

E‐5 離散モデルにおける予測問題
電通大・電子情報 久保木 久 孝

予測は,統計の基本的な問題の一つであると言わ
れているが,理論的にはまだ未整備である.事実,
典型的な離散的統計モデルである独立型 2項予測モ

デルにおいてさえ,議論の余地がかなり残されてい

る.本報告では,この離散モデルに限定し,(a)積
分法 (ベイズ法),(b)プロファイル法,(c)コ ンデ

ィシヨニング法で予測分布を構成するときの問題点

を比較検討した.また,非独立型 2項予測モデルに
ついても言及し,研究の現状について述べた.

E‐6 順序制約の下での 2項分布の母数の均―性の
検定について

広島大・理 笹 渕 祥 一

カ個の 2項分布の母数に対し,帰無仮説を「それ
らがすべて等しい」とし,対立仮説を「それらの間
に単調な順序制約がある」とする検定問題を考察し

た.まず, 4つ の検定手法を紹介し,これらの検定

のサイズと検出力に関して,これまでに得られてい

る主な知見を報告し,各手法の有効性と優劣を明ら
かにした:ま た,検定統計量の非心度を用いて検定
の検出力を比較する方法について,計算機によるシ
ミュレーションを用いて,こ の方法の妥当性を調べ

た結果を報告した.

E・7 1sotonic inference on discrete data

東大 0工 広 津 千 尋

離散データで isotonic inferenceの対象となるも

のは数多い.典型的なものに順序分類データがある
が,これは特別な場合として順位データを含む。次

に用量反応関係の解析がこの範疇に入る.さ らに変

化点モデルが isotonic inferenceと 密接に関係する.
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ここではまず iSOtOnic iだorenCeと 変化点解析の
関

係について述べ,そ の応用としてノ
ンパラメトリッ

クな用量反応解析で有用な単調性,凸性,お
よびS

字性解析の定式化および新し
い手法の提案を行う.

E‐8 離散分布の近似
明治学院大 竹 内   啓

離散分布の近似の下般的方法と
しては,Edgewor‐

th展開,およびLarge deViatiOn展開の
二種類があ

るが,どちらの場合|こ も離散分布の扱
いは,連続分

布の場合より,理論的に簡単であり,また連続分
布

によつて近似したりするよりも,離散型のまま扱う

方が近似の精度もよいことが明ら
かとなつた.この

ことは離散分布モデルに関する統計的推測
にも応用

された.

7月 29日 (水)(午前 A会場)

共通テーマ :新薬の有効性と特徴の証明―対
照薬の

選択一

ォーガナイザー 持田製薬 舟 喜 光 す

座長 山之内製薬 魚 井   徹

A‐1「対照薬の選択における間E」 を議論する
ため

の用語の定義

持田製薬 舟 葺 光 一

前提や用語に関する解釈の違
いにもとづく混乱を

防 ぐため,前提 となる試験および基本的な用語
を定

義した。前提は検証的試験であり,'扱
うエンドポイ

ントは有効性に関するものとした.対照群の種類を

同時対照 (無処置,プラセボ,用量反応,実薬)と

外部対照に分類した.目的に従い:優越性試験,非

劣性試験,同等性試験を定義し,試験の差を検出
す

る能力を定義した。また,臨床試験の結論の確実性

を上昇させるため,対照としての弱点を補うために

工夫された様々な形式の試験デザイ
ンを定義した.

A‐2 1CH‐ E10「臨床試験における対照群
の選択」

検討の経緯
｀
       武田薬品工業 森 川 敏 彦

新薬開発の国際的ハーモナイズを目的
とした

ICHに おいて「臨床試験における対照群の選択

(E10)」が検討されているが,こ のガイド
ラインで扱

う問題には当初予想しなかつた統計的に極
めて重要

かつ深刻な問題が含まれている.本発表では,この

ことを踏まえ,本ガイドラインの検討の経緯,本ガ

イドライン (ド ラフト)の概要と特徴,論点ならび

に未解決な問題点などについて紹介した.
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A‐3 非劣性倶説の検肛における統計的問題

日本イーライリリー 上 坂 浩 之

新薬が既存対照薬に一定以上劣る
ことはないとい

う仮説 (非劣性仮説)の検証に
ついて,1)本来劣つ

ている薬剤を劣つていると判定する力
が必要なこ

と,2)非劣性の結論は2率剤とも無効
の場合も含み

うること,の 2つの問題があると指摘され
ている.

この報告ではこのような問題状況
の発生原因とその

解決方法ならびに試験から得られる結論
の正当性の

確保の方法について論じた.

A‐4 対照薬の選択における問題点一臨床医の立場

から一

杏林大・医 野 崎   稔

医薬品臨床開発における趨勢
は,統計学的合理性

から比較対照試験でのプラセポ対照試験
の実施を強

調しているが,そ のような試験に対し
て臨床現場が

抱える困難性について,以下の
2点などを指摘した.

1)歴史的に有効性の実証された標準薬が存在
する

場合,治療期でのプラセボ対照試験の施行
は文化

的・倫理的に許容されうるか。2)プラ
セボ対照のみ

との比較により科学的に有効性が実証
されたとして

も,当該医薬品はただちに臨床に供する
ことが可能

か.

A・5 1CⅡ‐E10「臨床試験における対照薬
の選択」

摯 の与えるインパクト     )
山之内製薬 魚 井   徹

現在医薬品の規制に関する国際的調和
(ICH)の会

議において,新薬を評価するための比較試験
におけ

る対照薬の選択の問題が検討され
ている.ガイドラ

インのインパクトはICHの検討の結果と
して厚生

省からガイドラィンが要求する事柄
にどのように対

応するかという問題である.現在の議論は新薬
が既

存の薬剤に比べて劣らないことを以
て有効性を示す

場合の問題点に焦点が合わされ
ているL本報告では

議論の現状を紹介し,問題点の整翠を試
みる.この

ことによつてガイドライン対応のための試験計画
あ

るいは解釈の上で配慮すべきいくつ
かの事項を示

す.
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7月 29日 (水)(午前 B会場)

共通テァマ :統計的モデリングと計算機統計技法

(I)

オーガナイザー 九大・数理 ガヽ 西
座長 広島大・理 藤 越

B‐l SIRと ACEの組み合わせによる回帰構造の

探索

広島大・原医研 大 瀧   慈ホ
'   

阪大 後 藤 昌 司

説明変数空間の次元が高い場合の重回帰分析にお

いて,Li(1991)が 提唱した SIRに よる説明変数空

間の次元縮約および有効な方向成分の抽出を行った

後に Breiman‐ Friedman(1985)に よるACEの適用
で,未知の回帰関係の平均構造の探索を行う方法に
ついて,そのモデルおよびコンピュータアルゴリズ

ムを提案した.さ らに,シ ミュレーション実験に基
づき,同方法が有効となる場合の回帰構造の特徴に
ついて研究を行った.

B‐2 SIRに よる数値実験と性能評価について

SIR(Sliced lnverse Regr∝ sion)は Ker‐ Chau Li

(1991)により提案された外的基準のある多次元デー

タから低次元部分空間を抽出する手法である。しか

し,W2のアルゴリズムに対していくつかの問題点
が指摘されており,それを補う方法として SIR IIと

呼ばれる手法が提案されてしヽる.そ こで,さ まざま
な数値実験を行ない,SIRと SR Iの性能を評価
し,その有効性を調べた.

B‐3 SIRに おける有効次元縮Jヽ空間推定法の改良
北大・工 水 田 正 弘

SIR(Sliced lnverse Regression)は回帰モデルに

おける説明変量の空間の次元縮小法として提案され

た.目的変量の値によって説明変量の空間をスライ
スし,その平均を使う方法(SIR)お よび,共分散を
使う方法 (SIR II)力

'あ
る.SIR,SIR Hは計算量も

少なく,い くつかの例ではよい結果が得られる.し
かし,目的変量があるパターンになる場合には適切
な解を得ることができない.

本報告では,SIRにおける有効次元縮小空間推定
法として射影追跡法を使う方法を提案し,さ らに,
提案手法の数値例を示した。

B‐4 主曲線法におけるアルゴリズムの留意点につ |

いて

北大・工 下 川 真由子・
北大・工

｀
水 田 正 弘

北大・工 佐 藤 義 治

多次元データの非線形な構造を検出する方法とし

て主曲線法がある。本報告では,主曲線法のアルゴ

リズムにおける平滑化法の選択が解にどのような影

響を与えるかを調べた.

また,分散が大きなデータに対して主曲線法を適
用する際に留意すべき点についても,数値実験によ
り考察した.

B‐5 可変節点 Hnear Splineを 用いた時系列デニ

タの自動構造抽出

統計数理研 樋 口 知 之

太陽風活動が地球磁気圏へ及ぼす影響の定量的な

予測のため,さ まざまな人工衛星によって蓄積され

てきた超大量のデータからのすべての情報を有機的

に統合することによって,データベースと非線型関
数を組み合わせたような機能性をもつ数理モデルの

構築をめざしているこプロジェクトの端緒として,

低高度の極周り人工衛星によって観測された約 5年

分の磁場デ■夕をすべて解析し,データから大規模
電流系の構造を自動的に抽出・分類する作業をスタ

ートさせた.電流系構造の自動同定に,可変節点リ

■アるプライン関数を自動的に当てはめる手続きを

利用した,空間的位置や電流値の可変性を容認しつ
つ,タ イプ別に分類する手法の開発を行った.

B‐6 Bootstrap法 の固有値問題への応用

産能大・経営情報 牛 沢 賢
統計数理研 大 限
中央大 0理工 杉 山 高
北大・工 佐 藤 義

共分散行列の固有値問題の信頼性評価のために

Bootstrap法 を応用した.リ サンプリングは,原デー

タから行うのではなしに,主成分スコアを利用する

手順を提案した. リサンプリングの都度,固有値計
算を行う必要がなく,また,シ ミ三レーションの結
果有効であることも示した。

B‐7 最適線形判別関数 (2)
成曖大・経 新 村 秀 一

数理計画法を用いて,内部標本の誤分類数を最小
にするIP判別関数を開発し,Fisherの線形判別関

則
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ばれたモデルで比較評価した。説明客

数が多くなる

ぃという結果が得られた.

B‐8 不等分散の関数関係モデルにおける推
=法

の

提案

C‐2 森林ミクロデ■夕の有効利用一福岡県内
の森

林面積暴び管理度

3輩尾ょ 吉 田 茂二郎'

京大・農 松 下 幸 司

報の把握に適していること
がわかつた.

。  C‐3 大学生の友人ネットワークの非対称多次元尺

度構成法に事る分析

立教大・社会 岡
多摩大 0経営情報 今

東京理大・工 千
東京理大・工 大
東京理大・工 吉

川鍋は,測定誤差モデ′ンのもとで直線関係
を推定

するのに,推定関数法が有効であることを示
した.

本研究では,|の提案を手差が不等分散の場合
に拡

張し,新たに二つの推定法を提案し
た.一つは推定

関数法でオプシヨンとなる定数
の選び方について,

漸近分散が最小になる定数を求め,そ
こに含まれて

いる局外母数を推定量で置きかえたもの
であるc他

の一つは,漸近分散が誤差分散の推定値に関
してロ

バストになるようにしたものである。
‐

7月 28日 (水)(午前 C会場)

共通チーマ :ミ クロ統計7~~夕 の活
用 (Ⅱl)

ォーガナイザー 慶応大・商 樋 El 美 雄

座長 阪大・経 伴   金 美

c‐1 森林ミクロデータの有効利用一森林簿の利用

と個人情報の保護■

敬

祟

功

康葉

森

村

訓

忠

彬太

泉

大学生相互間の友人選好に関する友人
選好に関す

る社会ネットワークデ
~夕 を非対称2相 3元非対称

多次元尺度構成法
「
より分析した.データは,半年

間にわたり週1回の割合で,ク ラ
スの構成員相互間

の,直接的な対話回数,間接的な (電話,ポ
ケベル

など)対話回数,今後親しくしたいかどう
かなどに

ついて収集した.これらを構成員×構成員
×週の 2

相 3元類似度データにまとめ
て分析した.分析結果

は,直接,間接の対話回数,親近感な
どにおける非

対称性の大きさや構成員間の関係
に差異があること

を示した.

C‐4 第3回芸術審調査の集計結果の概要

神商大・商経 周 防 節 雄

京大・農 松 下 幸 司・  .平成 9年度末にプロの舞台演奏芸術家および美術

九大・農 吉 田 茂二:F  家を対象に郵送により「日本の芸術家 4000人調査」

我が国民有林の最も基本的なデ
ータは,都道府県  を実施した.調査対象者は,美術家

4,759名 ,舞踊家

林務部局が管理する森林簿で,森林計画
の樹立のた 3,467名,演劇家2,239名 ,音

楽家2,884名 の計

めに作成。更新されてきた.森林簿に対する目的外 13,349名
,回収率はそれぞれ25。 0%,9.0%,20.1

利用の内容を調査したところ,①税務関係:②裁
判 %,18.0%,全体で18.5%であつ

た。調査票は①キ

関係,③不動産会社等,④森林所有者,の
4種類あ ヤリア形成 (A票)と②所得・収入・支出

。生活時

ることがわかつた.また,森林簿の開示にあたり,  間(B票)か
らなり,芸術家の生活実態の分析が目的

①森林簿記載内容と現状との相違,②森林組合
の位 のひとつである.調査項目が多岐に亘るため,家

系

置付け,0利用媒体の変化及び森埜GISの導入,に
 や家庭環境が芸術家の形成に及ぼす影響に焦点を絞

関して問題が生じていることギわ|ゝつた・      り,回
答者?祖父母,両親,子

供,配偶者の芸術活

動への関わりを分析,報告した.
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C‐5 学生調査による実演芸術の需要の実態と構造
に関する時系列分析

滋賀大・教育 杉 江 淑 子
神戸商大・商経 有 馬 昌 宏「
神戸商大・商経 古 賀 広 志

1985年度から基本的に 5年毎に実施してきた 3

回の大学生を対象とする芸術活動と意識に関する調

査 (有意抽出でサンプル数は毎回約 1万)に基づき,

社会隼活基本調査で自由時間を最も多く有して芸術

鑑賞の行動者比率が他と比較して高い集団であると

されている大学生の実演芸術のライプによる鑑賞状

況の時系列分析を試みるとともに,今後の時系列分
析を進めていく上での問題点を整理して示した.

C,6 モンテイヨン統計学費の綱設と受賞作品

―-19世紀中葉までの仏・学士院と統計学
■.(2)一        .
‐   i   立正大・経 大 越 信 孝

1817年ぅフランス学士院科学アカデミーは,基金

提供を申し出て統計学賞の創設を求める匿名の提案

を受入れ,翌年には実施要項を公表して,後に提案
者の死後モンティヨン賞と呼ばれることになる統計

学賞の制度が発足した.その実施要項に見られる同
アカデミーの統計学に対する考え方や,1834年まで

の受賞作および佳作とされた作品を概観することに

よって,すでに当時のフランスで,従来の伝統的な
統計学の理念が木、きく崩れ始めていたことを示し

た.        ′

C‐7 卒業生のキャリア調査
東邦学園短大・経情 平
東邦学1園短大・秘書 島

「東邦学園短期大学卒業生のキャリア調査」を郵送

調査方式で行い,約 4,000通を発送し,487人からの

回答をうることができた.こ の調査の目的は,卒業
・

生のキャリアと職業意識などについて詳しく調べる

ことにあつた.調査の項目は卒業年度,性別,仕事
の状態,職業,勤務先の産業,経営形態,従業員数,
勤務時間,肇業時間,有給休暇,職場の育児休暇,
再雇用制度,給与,総合職制度,仕事についての考
え方,1‐仕事に必要な能力,仕事を選んだ理由,就職
先の状況,転職 0退職の状況,本学の教育に関する
意見などであった.

C‐8 東京大学社会科学研究所で構築したデータ 0
アーカイプの概要

東大・社研 松 井   博

東京大学社会科学研究所附属日本社会研究情報ヤ

ンターでは,我が国で実施さ́れた統計調査,社会調
査の調査個票データと調査方法等に関する情報を収

集・保管し,学術目的での二次分析のために提供す
ることを目的 として,SSJデータ・ アーカイブ
(Social science Japan Data Archive)を 靡彰縫し,

1998年 4月 からデータの提供を開始した.本報告で

は,SSJデータ・アーカイプ構築の方針,機能の概要,

データの利用の仕方を紹介した.

C‐9 わが国における官庁統計の4n票利用と経済分
析

神戸大・経 福 重 元 嗣

近年,経済分析の分野において官庁統計の個票を
利用した論文が多く発表されるようになってきた.

本論文では,まず,官庁統計の個票を用いて経済分
析を行っている文献についてサキヴェイした。続い

て,サー,ヴェイされた文献をもとに,分析手法から
見て,ど うしても個票が必要なのか,あるいはある

程度詳しい集計結果があればよいのかという点につ

いて検討した.また,どのような研究者に対して貸
し出されているのかについても,特定の個人や大学
に所属する研究者に,利用が限られており,利用者
から見た分析の問題点についても指摘した.

7月 29日 (水)(午前 D会場)

共通テーマ :多変量解析 (I)

座長 統計数理研 栗 木   哲

D,1 分散共分散行列の固有
^ク

トルに関する2標

本問題の検出力

統計数理研 塚 田
明星大・理工 小 野
中央大・理工 杉 山

2つの母集団があり各母集団から得られたそれぞ

れの標本に対し分散共分散行列を用いて主成分分析

を行ったとします.こ のとき,それぞれの標本から

得られた主成分 (固有ベクトル)の同等性に関する
検定問題を考えます.新たな検定統計量を提案し,
シミュレーションにより既存の統計量を用いた検定

との検出力比較を行いました.
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D‐2 主成分分析における因子負荷量の分布の漸近

展開

統計数理研 塚 田 真 一

心理学や社会科学の分野では,主成分分析におい

て主成分の意味付けの指標として因子負荷量が用い

られています.しかし,因子負荷量の精密分布は得

られておらず,因子負荷量の信頼性は分かりません。

また因子負荷量の精密分布を導出することは,非常

に困難であるので,本報告では因子負荷量の分布の

漸近展開を導出しました.母集団分布を一般の分布

として,分散共分散行列を用いた場合の主成分分析

における因子負荷量の分布の漸近展開を導出しまし

た.        ・

D‐3 追加項目がある場合の 2元データに関する次

元縮少法の漸近的性質

広島大 :理 中 山 晃 志

列カテゴリこが追加された 2元分割表に多項分布

を仮定して,デ T夕 を追加する前と追加した後にお

ける対応分析および Hellingё r距離を用いた次元縮

少法により得られる列カテゴリーの低次元配置の不

一致度について調べた。
.不一致度を測る基準として

Mardiaグ αι。(1979)で提案された測度を修正した

ものを用いた。得られた不一致度の漸近的性質につ

いて報告した。

D‐4 非正規母集団の下での漸近展開公式について
_        北大・経 柿 沢 佳 秀ホ

1  明星大 岩 下 登志也

本報告では岩下 (1996,統計学会)で考察された

微分オペレータによるアプローチを非正規母集団へ

拡張し,ホ テリング″型統計量の分布の漸返展開

導出へ応用した.特に1標本及び2標本問題につい

て,帰無仮説の下での漸近展開からEveritt(1979)

による非正規性の影響に関するシミユレーション結

果を説明することができた.計算に必要な微分オペ

レータは帰無仮説と局所対立仮説で同じであり,後

者についても漸近展開を与えた.

D‐5 Wald統計量による等値性検定について
 ́      一橋大 0経 早 川   毅

一橋大・経 土 居 正 敬*

力個の母集団の密度関数バ″|びめ),′ =1,2,… ,ルの

母数びり,… ,び?の等値性検定についてWald統計

量を提案した.仮説のもとでの分布関数の漸近展開,

Pimanの局所対立仮説のもとでの検出力関数の漸

第 28巻 第 3号 1998

近展開にらぃて述べ,Raoの Score統計量との関係

を

'次

元正規分布の共分散行列の等値性の場合につ

いて比較した.

D‐6 Density Estimation and Related DecOmpo・
′
    sition Theottёms on thO Stiefel Manifold

香サ|1大・工 筑 ＼瀬 靖 子

統計標本空間であるステイーフエル多様体上で定

義された未知の確率密度関数を推定する問題を考え

た.2らのクラスのカーネル密度推定関数を提案し,

種々 の統計測度量め (スムージング行列母数又は標

本数に関する)漸近特性を調べた.スティーフ千ル

多様体 (及びグラスマン多様体)の分解定理を求め,

上記推定問題の解明が可能になつた.

D‐7 Zonal多項式で表される分布関数の数値計算

東理大・工・院 山 室 昌 江'
東理大・工 橋 口 博 樹
東理大・工 仁 木 直 人

3次元ウィシヤート行列の最大固有値の分布を例

に,ゾニナル多項式および一般化超幾何関数の数値

計算にういて議論した.基本対称ボ展開によるゾ
ニ

ナル多墳式生成アルゴリズムを利用して,149次ま

でのゾーナル多項式を求め,最大固有値の分布関数

の近似を行つた。さらに,標本数20以下での杉山ら

(1996)の結果と比較し,95%点が5桁の精度で一致

していることを報告した。

D聴
♪
実ランダムガウス行列9複素¬有値分布

総合研究大学院大 吉 澤 真太郎

ある条件を満たした特に対称性を仮定しないラン

ダム行列に対して複素及び実固有値に関するマージ

ナル分布は,固有値のスケールをその行列サイズ%

で調整し,%→∞のもとで,漸近的に複素円盤上の一

様分布に各点収東する事が知られている (Girkoの

円法則).Edelmanは ,特に対称性を仮定しないラン

ダムガウス行列に対してある行列分解 (不完全シュ

ープ分解)と ,ある積分公式によつて複素固有値の

マージナル分布を求めた.この事実の別解として,

Edelma五 の分解とは異なった行列分解を用いて,同

様の結果が得られた:男J解の利点として,マージナ

ル分布の計算において,特別な積分公式を必要とし

ない.                   .
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7月 29日 (水)(午前
・ E会場)

共通テーマ :離散データの解析 (IV)離散時系列0

検定など

‐オーガナイザー

東京理大・理工 富 澤 貞 男
座長 慶應大・理工 清 水 邦 夫

口「1 群雄時系列データの季節調整法
統計数理研 樋 口 知 之

時刻 %の観測値が,患者数,火災などの事故件数,

あるいは特殊なカメラ (望遠鏡)が受光した光子数
などのような計数であり,かつその値が小さいもの

に1限られるような時,つ まリガヽ数カウント時系列デ
ータの季節調整を,季節変動成分に対して明示的に
モデルを規定するベイズ型季節調整法の枠組で取り

扱らた.季節成分の記述に利用されたシステムモデ
ルは,経済時系列データの季節調整法の枠組では想
定されていない季節変動成分をもつ時系列データの

季節調整に適しているものを採用した。提案する手

法をいくつかの実際のデータに応用し,季節効果の
ある少数カウント時系列データの解析も合理的に行

えること.を示した.

E¨2 時系列解析における離散データの解析につい
て

大学入試セ 藤 井
鹿児島大・理 近 藤

.こ こでは,時系列解析において離散データとして
特別な解析を考えるもののなかで,A)観測時点が
離散,B)観測値が離散,の 2点に焦点を合わせ,著
者らの考えを加えながら総合報告の形で述べた.A)
については,観測が離散時点でしか得られず,現象
は連続時点で変動しているとき,離散時点モデルと
連続時点モデルの関係等を論じ,B)については,連
続値が観測されてもそれを離散化して解析を行う方

法等を示し,それらの特徴について論じた.

E‐3 定差規則を持つ Play‐ the‐Winner Sampling
の一般化

ノボ ノルディスク 清
創価大・工 浅

定差規則を持つ Play‐ the‐Wimer(PW)サ ンプリ
ングにおいて,処理数及び処理法を切り替えるため

の失敗回数をそれぞれ一般の′と/に拡張し,ま た
利用可能な標本の大きさを導入し,非対称型の計画
を含めて一般化PWの方式について概説した.ま

た,実際応用上の設定でシミュレ‐ションを行い,
統計的諸特性を示すと共に,期待損失を導入するこ
とによる最適設計の方策を歯で示した。なお,負の
二項分布に基づく理論的定式化も行った。

E‐4 フラクタル的な性質を持つたカテゴリカルデ
ータの解析について

阪大・基礎工 磯 貝 恭 史

Xを正の連続値をとる確率変数とし,その分布関
数をズ″)と する:観測データはあらかじめ指定さ
れた値鏡<均く…<み を越える計数値あ=#{X≧

鋤},′=1,… ,た,で与えられるものとする.
統計的なモデルとしてS(″)=exp(の″

~′

(ただし
S(″)皇 1-Fl→ ,ズ→=ル(X≦″))を採用した時に
生ずる統計的推測の諸問題について,一標本問題,
多標本問題の場合を取り上げて議論を行った。

E‐5 並べ替え頑健検定
横浜市立大・理 由 石 高 章

分散が等しい 2標本モデルにおける平均の同等性

の検定法として正規分布の下で最良な′検定法,順
位検定法;Shiraishi(1996)の漸近的に正規分布の近

傍で最良となる頑健検定法がある.これら3種の検

定統計量に基づく並べ替え検定を紹介し,シ ミュレ
ーションによりそれらの検出力の比較を行った:こ

れらの比較により,観測値が正規分布ではないが正
規分布に近い分布に従っていれば頑健検定法を使う

ことが勧められる.ブートストラップによる 3つの
手法の選択法の問題点を実際の生のデータと疑似乱

数により指摘した。

E‐6 多変量群逐次検定方式とその諸問題
九州東海大・工 道 家 嘆 幸

最近,多変量観測値をもとにした群逐次検定方式
の研究が見られてきた.本研究は多変量群逐次検定
に関し,検出力を上げるような統計量を提案したり,

検定を実施する前に必要な最大標本数の決定手順を

考案した:更に全反応の中の一部の反応の影響を調
べる検定方式の紹介を行つた.

E‐7 あるツリー型ネットワークの最適性と効率の
分布について

札幌大・経営 穴 沢   務

この報告では,ツ リー型ネットワークと通信頻度

が与えられたときの「通信不能確率」を定義し,あ
る特別なツリー T*が通信頻度に関するある条件を

満たすとき,その確率を最小にすることを示した.
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また,通信不能確率に基づくツリーの「効率」を定

義し,通信頻度が任意に与えられるときの,T*の効

率の分布をシミュレーションで求め,その汎用性を

検討した.

7月 29日 (水)(午後 (Ⅱ)A会 場)

共通テTマ :多重比較法とその実際

オーガナイザー 統計数理研 栗 木
座長 筑波大 椿   広

指定討論者 東京理大 吉 村

A‐1 アンパランストモデルにおけるレベル確率計

算とBarthdOmew検定

農業環境技研 三 輪 哲 久・
ジョニジアエ科大 Hayter,■ J.

サウサンプトン大 Liu,W.

Larth010mew検定は,様々な対立仮説のもとで比

較的高い検出力を示す.′ しかしアンバランストモデ

ルでの効率的な計算法が知られていなかった.本報

告では,Hayter and Liu(1996)の再帰的公式に多

項式近似を応用することにより,レベル確率および

有意確率の計算に対して,精度が高く効率的な計算

法が存在することを示した。

A‐2 
‐
Combining the Advmtages of One‐ sided

田d Two‐sided Multiple Compariso■ Proce‐

dures

Georgia T∝ h Tony Hayter十

農業環境技研 Tetsuhisa Miwa

処理平均値に順序が想定される 1元配置モデルを

考える.Hayter(1990)は ,従来の両側スチューデ

ント化範囲よりも検出力の高い片側スチューデント

化範囲検定 (OSRT)を 用いる同時信頼区間を提案し

ている.本報告では,有意差の検出にはOSRTと 同

じ検出力を有し,標本平均値が互いに離れている場

合には両側同時信頼区間を与える方法を提案した。

A‐3 交互作用の多重比較とtubeの体積
統計数理研 栗 木   哲ホ

東大・経 竹 村 彰 通

繰り返しがない 2元配置分散分析モデルにおける

交互作用の検定としてしば t/ば用い.ら れる方法に

JdmSOn andGraybin(1972)の検定がある. またこ

の検定は多元配置モデルにおける最高次数の交互作

用の検定に自然に拡張することができる (川崎 0宮

り||(1996)).本発表ではそれらの検定における有意

水準の計算がある超球面上のtube領域 (Weyl

(1939))の体積を求める問題に帰着することを示し,

そのtubeに 関連する機何的諸量を具体的に求める

ことにより有意水準の計算式を具体的に与えた.

A‐4 正規環状対立仮説に対する一般化 Bayes検定
日本女子大・理 杉 浦 成 昭

標本″′は正規分布 N(μら1)′ =1,… ,ル に従い互い

に独立とする.仮説
「

。1漁 =… 0ヱμたを環状順序対

立仮説

「

l:μ l≦ル,“,… ,μ■_〆μたに対して検定す

ることを考える.Σにlμ″=0と すれば仮説は原点で

対立仮説は原点を頂点とする凸多面錐体をなしてい

る.凸多面錐体の中心ベクトルから最も離れた角ベ

クトルを等確率で選択し各角ベクトル上に一様先験

分布を置き一般イヒBayeS検定を作れば′=Σに1(μ :
_r―
12を与えた時,尤度比検定の最小検定ヵとは殆ど

同じで最大検定力,ma対m呻 単一対比検定の最小

検定力を改良できる事を示した:

A‐5 アンバランス・ケニスの■止eyの多重比較法

武田薬品工業 吉 田 道 弘

A‐6 連結な比較臨床試験の統合解析の有効性検証

、   東大・工 広 津 千 尋

薬剤の相対的効果は様々な比較臨床試験を通して

推定されるが,個々の臨床試験では限られた例数の

ため十分な推定精度が得られない.そ こで,関連す

る複数の試験を統合して推定精度を上げるメタアナ

リシスの手法が要求される.その際,統合可能性の

前提条件は薬剤×試験の交互作用により検討できる

が,通常の検定は部分的な一様性を取り出すことが

できず,前提条件の検討には不適切である。そこで

不完備型計画の対数線形模型において処理×プロッ

ク×効果の 3因子変互作用の多重比較法を提案す

る.

A‐7 対照群が 2つある場合の多菫比較法の考え方

岡山大・経 永 田   靖

対照群が 2つあり,処理群と比較する場合の多重

比較法の考え方について議論した.こ のときには,

対照群の役回りについての考慮,andの論理で考え

るのかorの論理で考えるかの間顕があることを強

調し,例を用いて議論した.また,対照群が 2つの

場合にダネットの方法を拡張すoこともできること

を示した .
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7月 29日 (水)(午後 B会場)

共通テーマ :統計的モデリングと計算機統計技法

(II)

オーガナイザー 九大 0数理 小
座長 統計数理研 石

B‐1 予測誤差に基づぐ
=則
化因子の最適化

理化学研 村 田   昇

1神経回路網モデルなどのように与えられた例題を

用いてノ‐ヾラメニタの学習を行う学習機械において

は,特定の例題に過度に適応して汎化能力を失なう

現象,いわゆる過学習を避けるために正則化因子が

導入されることが多い.平均予測誤差を最小化する

という規準の下でこの正貝J化因子の最適な大きさを

決定するために,学習されるパラメータの偏差およ

び分散の漸近的性質と正則化因子によるパラメータ

変化の関係を調べ,情報量規準を用いて最適イヒを行
う方法を提案した。

B_2 ニューロ判別分析         ´
大阪電気通信大・工 越 水   孝・

大阪電気通信大・情報工 辻 谷 将 明

本報告では,分類問題に着目して階層型ニューラ

ルネーットワークを適用し,出力値の確率的解釈を行
うことによってベイズ理論に基づくネットワーク尤

度脅帯成した.すなわち,二群判別問題または多群
判別問題において,ニューロン間のリンク荷重を未
知パラーメータとみなした尤度原理に基づく統計的推

測を提案し,逸脱度 0"″η
“
)に よるモデルの適合

度評価,パラメータに関する尤度比検定に基づくリ

ンク荷重の枝切り (夕%滋な)や説明変数の選択,赤
池の情報量基準 AICに基づくモデル選択を行い,最
適なネットワニクの構築を試みた.

B‐3 情報量規準 GICについて
|■■■  ‐  統計数理研 北 川 源四郎中

九大・数理 小 西 貞 則

標本数に比して相対的に多くのパラメニタを含む

モデルの評価規準構成を目的として,一般化情報量
規準 GICの精密化を行った.さ らに:計算手法とし
てイァトストラップ法に基づく対数尤度の高次バイ

アス補
=法
を提案した.提示した方法は,シ ミュレ

ーンロツによつて検証し,その有効性を確認した。

また,||プートストラップ法に基づくいくつかの情報
量規準を翠論的側面から検討し,その構造を明らか

にした.

B‐4 スプライン曲線推定と情報量規準
九大・数理 井 元 清 哉キ

九大・数理 小 西 貞 則

B―スプラインノンパラメトリック回帰モデルに

基づく曲線推定の方法について検討した.罰則付き

対数尤度に基づいて推定した B―スプライン非線形

モデルを評価するための情報量規準を求め,平滑化
パラメータと節点の個数を選択する方法を提案し

た.提案した方法は,シ ミュレーションを通して交
差検証法,一般化交差検証法,修正 AICと 比較し,

その良さと特徴を考察した。

B‐5 菫み付き最尤法による予測推論とその最適化
統数研 下 平 英 寿

非線形回帰分析において予測推論の意味で最適な

重み付き最尤法を与えた.真の分布がモデルに含ま

れないと仮定すると,デ‐夕の共変量の従う分布が

予測をする時と異なる場合には,それらの密度関数

の比を重みとするのが漸近的には最適であるが,有
限サンプルでは情報量規準により最適な重みを選ぶ

方法が良いことを示した.特に正規回帰では,こ の

推定法は重み付き最小二乗法になり,情報量規準は
ハット行列の対角項を使つて容易に計算できること

を示した.多項式回帰の数値例をあげた.

B,6 パラメトリックモデルの MLEを固定した条
・件付分布に基づくMDL基準について

、  北大・工 東 海 林 智也*

北大・工 佐 藤 義 治

Rissanenが提案したMDL原理より符号化問題
とモデル選択問題が結びつけられ, 2段階符号化法

からモデル選択基準の一つであるMDL基準が導か
れた◆そこで本論文では十分統計量となってぃる最

尤推定量を固定した条件付き分布を符号化関数とし

た符号化法を考察し,さ らにその符号の符号語長に

対しMDL原理を適用することによリモデル選択基
準を導出した.

B‐7 EICに 基づ く信頼性の階層的ベイズ解析

神戸商大・一般教 貝 瀬   徹

本報告では,階層的ベイズ解析における情報量規
準 EICの応用を検討した.こ こでは,ソ フトウェア

の信頼性を解析するベイズモデルに着目し,事前分

布のモデル選択 と推定量の比較をEICに基づいて

行った.特に,事前分布の設定ではデバグの回数や

則
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るというものであつた.したがつて,ノイズがフト対過去の故障時間間隔への依存性を検討し,推定では

周辺尤度とノシパラメトリッタに基づく方法とを比 称分布に従うケ
ースでは,バイアスが生じてしまう.

本報告で提案した操作変数法を用いることで,この較した.
ようなケニスでも不偏な推定ができるようになっ

7月 29日 (水)(午後 C会場) た.            ,

共通テーマ :金融 1経済時系列データの解析 (I)

ォニガナイザー 横浜国大・経 小 林 正 人
座長 広島大・経 前 川 功 一

C‐1 経済時系列における転換局面の作成 |
住友生命総研 岩 澤 嘉 則

周波数領域の分析手法であるフーリエ変換を不J用

したバンドパスフイルタァを使用して,経済時系列

の転換局面の判断をおこなった.バ ンドパスフイル

ターはフニリエと逆フーリエ変換を使用することに

よって特定の周期成分を抽出する手法である:円・

ドル為替レートを対象に76年 11月から97年 12月

までの対数階差データを用いて周期が3年超の成分

を抽出した.計測期間を変更するとトンンドが変化

し転換局面の判断に差異が生じた.:短期の不規則変

動を除去することによつて得られるトレンド要素は

信頼性や解釈に注意を要するものの周波数領域固有

の情報がある.

C‐2 Simulated Annealingに ょる株価時不列デー

タのWavdet近似

京都産大 0理 森   隆 一
 ヽ   名市大・経 三 澤 哲 也攣

等間隔に並んだ株価時系列データを “Meyer

waveiet関数系"で滑らかに補間近似することを考

察した。そのさい近似補間関数と実データとの誤差

の評価関数としては,両者の差の自乗和だけでなく

近似関数の微分とデータの1階差分との差の自乗和

をも考慮し,それを最小にする近似関数を“Simulat‐

ed Annealing"法で求めた.本手法を実際の株価デ

ータに適用することで,単なるデータの補間だけで

なく,その変化の特徴をも捉えることができること

を確認した.

c_3 操作変数法による非線型時系列モデルの推定

統計数理研 佐 藤 整 尚中

東大 0経 国 友 直 人

本報告では操作変数法を使つた同時転換自己回帰

モデル (SSARモ デル,Kunitomo and SetO,1996)

の推定,および非線型性の検定を論じた.こ のモデ

ルの推定,検定については尤度に基づく方法を提案

してきたが,これはノイズに標準正規分布を仮定す

C‐4 カオス写像の和分過程に対する単位根検定
東海インター証券 的 場

.丈 幸

本報告では,まず,数理経済学の分野に●いて出

現した離散的カオス動学モデルの例を概観した後

に,カオス過程を発生させる比較的単純な離散的写

像を用いた数値実験を行なった.具体的には:ロ ジ

スティック写像とヘノン写像が率み出す値の和分過

程に単位根検定を行い,その結果の時系列解析およ

びマクロ経済学に対するインプリケーシヨンについ

て考察した.特に,マ クロ経済変数をドリフトを持

つ階差定常過程と見なすような率配的
パ7ダイムに

ついて検討した.

C‐ 5 Testing Causality in Coint,grated relation‐

ships With an Applic,tion tO Japanese ma‐

croeconoIIlic IData i

香川大 0経 銚     峰
ホ

東北大 。経 細 谷 雄 三

This laper prO宙 des an apprOach to t9飢ing a

variety of causal relations expr∝∝d in terms Of

the rneasures Of One‐ way effect for a class of repro‐

ducible nonstationary tiine Series. We propose a

Wald test,whiCh Can alSO be useo in cOddence

reglon construction for the overan measures Of

one,way efect, The proposed rFlethOd includes

testing Granger's■ on‐ causality as a special case of

its multiple applicatiorls.The paper character‐

izes the causal structure of th recent Japanese

macroeconomy on the basis of cointegrated VAR

models.

C‐6 日本の家計消費に対する責産効果の共和分分

析

東北大・情報 王     方'
東北大・情報 鈴 木   篤

本研究では,日本の家計消費関数における金融資

産の効果の分析をおこなった。実質四半期の家計消

費支出,可処分所得と総金融資産 (対数)に は,第

1次石油シヨックによるトレンド変化の仮定の下で

単位根が検出された.そ してJOhaFISenの 方法によ

って3変数の間に共和分関係が一つ存在すること,
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さらに係数制約の検定によって家計金融資産は消費

支出に効果を及ぼすという結果を得た.

C17 官庁統計における各種季節調整法の比較・検
■ 討

総務庁統計局 小 松   聖拿

総務庁統計局 渡 部 英 俊

1統計審議会・経済指標部会の下に季節調整法検討

委員会を設け,新 しい季節調整法のプログラムであ
るX■12-ARIMAと ,現在,官庁等において使用さ

れているプログラム (X,11及びMITI法)等の比

較 ,検討を行つた。
1小委員会における各手法の比較・検討状況,検討
結果及び今後の官庁統計における季節調整を行う際

の指針等について説明を行った。
:■ ‐|‐1 11

:C:81季節調整の「最適性」について

統計数理研究所 川 崎 能 典拿

‐     統計数理研究所 佐 藤 整 尚

加法型に帰着される季節調整モデルに関して,非
季節成分を最小 MSE推定するという意味での最適
フィルタの特徴づけにっいて論じた.季調済系列の
標本スペクトルで季節周波数の溝が顕在化する状況

を,不規則変動項の役割に着目して整理した.幾つ
かの重要なケースを想定し,モ デル型・移動平均型
の代表的手法で数値実験を行い,両者を利用する際
の実践的な注意を述べた.

C19 Unit Root Tests in a Time Series with a

Changing Mean:Comtton Faclor Type

Forntulation

京大・経 万 谷 明 久

データ生成プロセスとしてコモンファクタ_タ イ
プの定式化を採用して,:平均の変化する時系列にお

ける単位根テストをイノベーショナルアウトライア

ーモデルについて求めた。LMテスト,定数項のない
モデルの係数テスト, ′タイプテストを考え,漸近
分布を導出したが,同じ定式化を採用した多kのケ
ースと同様に; ′タイプ検定統計量の 2乗は漸近的
にLM検定統計量に等しくなった.ま た,定数項の
ないモデルのテストはペロンのテストと同じになつ

た.

C‐10構造卒化のある単位根検定における変化点
設定の影讐

京大・経・院 中 川   満・
京大・経済研 森 棟 公 夫

Peron検定において構造変化点を誤って設定し
た場合の′検定統計量の極限分布を,変化点でのト
レンドの傾きの差と誤設定長に仮定をおくことで得

た.次に,モ ンテカルロ実験によって実際の分布を
求め上記の極限分布と比較した.また,誤設定によ
る検定の歪みを避けるために,変化点を含む区間を
統計量の計算から除外する検定方法を提案した.さ
らに,こ の検定をPerrOnの論文でトレンド定常過

程と判定されている系列に適用しPerronと 逆の結

果を得た.

7月 29日 (水)(午後 D会場)

共通テーマ :多変量解析 (Ⅱ )

座長 東京理大 橋 口 博 樹

D‐1 非計量多次元尺度法のアルゴリズムについて
東ェ大 間 瀬   茂キ

NTT船 越 祐 介

非計量多次元尺度法のアルゴリズムであるKrus‐

kalの 方法に代わるアルゴリズムを提案し,実験で

両者の比較を行なった.Kruskalの 方法で配置を求

める際の目的関数であるストレスは指標化された量

であるため:配置とデータのずれを過小評価する危
険がある.ス トレスに代わる量としてズジの大きさ

を直接計る量であるエネルギ‐を考え,これを最小

化する方法を提案・検討した.

この講演では目的関数をエネルギーと取り:配置
と非線形単調変換 (適当な分点の折れ線で近似)の
双方について,最急降下法でエネルギー最小化を行
なう方法を考えた.Kmskalの 方法と異なり配置の
退化を防ぐために,適宜配置のサイズの補正を行な
う必要がある。また,収束の最終段階でニュートン

法を用ぃることによりさらに安定した結果を得るこ

とができた。「真の」非線形変換,誤差,そ してラン

ダムな二様初期配置を様々に変えて行なった数値実

験の主要な結果をまとめれば :

(1)収東に至る時間はKruskalの 方法より若干か

かる.

(2)初期配置の取 り方に対しKruskalの 方法より

はるかに安定している.

(3)エネルギーがストレスより配置のずれの大4ヽを

忠実に反映するため,よ り精度の良い当てはめ

が得られた.

(4)ニ ュIト ン法の併用によりぅより安定した最終

配置が得られる.

また,エネルギーがストレスに比べ簡単な量であ
ることの利点として,同 じ項目に対し,同種の非類
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似性データが複数組与えられている場合,それらを

同時に利用して配置Xを計算することが容易にな

る.この際非類似性データの下部,も しくは一部の

項目が全く欠損している場合にも使えることを注意

した.

D‐2単 峰 かつ対称 な 1変 量分布 におけ る3‐
Pri五 cipal Pointsに ついて

北大・工 清 水 信 夫*
'        北大・工 水 田 正 弘

北大・工 佐 藤 義 治

対称な 1変量分布において,力 個の Principal

Pointsの配置が対称となる十分条件はLi θ′α′.に

より示されているが,こ の十分条件にあてはまらな

い場合については検討の余地が残されている.

本報告では, 1変量混合正規分布における3個の

Principal Pointsの 対称性が理論的に示されるパラ

メータの値を示し,さ らに目的関数が極小とならな

い場合をシミュレーションにより求めた.

D‐3 標本に基づくλ・Principal Pointsの推定につ
いて   t

北大・工 浅 野
北大・工 水 田 正
北大 。工 佐 藤 義

多変量分布におけるある種の代表点の集合である

Principal Pointsの導出はじ一般には困難であり,数

値積分を用いることが多い.本報告では, 1変量の

正規分布や一様分布の密度関数に従う乱数を用い

て,それぞれの分布における Principal Pointsを 推

定することを考察し,さ らに力と標本数を変えた時

の,推定値と理論値との誤差に関する数値実験の結

果を示した.

D‐4 判別分析におけるサンプルの影響度解析
東芝 蟻 生 政 秀

、      東大 0工 廣 津 千 尋
東大・工 川 鍋 一 晃

正準判別分析において, トレーニングデータ中の

サンプルの影響度を同時解析するための統計量を提

案した.その統計量は,複数サンプルに同時に微少
な摂動を加えたときの,正準判別分析の固有値問題
への影響を調べるもので,従来の逐次的な手法では
マスキング効果を被るような場合に特に有効であっ

た。

第 28巻 第 3号 1998

D¨5 線形判別関数の推定量のクラスと最適ルール

について (その 3)
. 愛媛大・理 若 木
東京学芸大・教育 青 嶋

母集団島,屁 への判別問題で,各母集団における

誤判別確率をPl,P2と 表わすとき,ミ ニマックス基

準と検定型基準は,適当な定数力,α を用いて “Pl
~lP2=α の条件下でP2を最小にする"と表わされ

る.許容的ルールが未知母数を含むとき,通常のプ

ラグインルールは,条件 Pltt tP2=α を満たしていな

い.そ こで 2つのパラメータを導入して許容的ルー

ルの推定量のクラスを定義して,そのクラス内での

最適性を議論し,正規母集団の判別に応用した。

D‐6 階層型個体内計画行列をもつ成長曲線モデル
に関する統計的推測,II一簡便推定量と信頼

領域一

広島大・理 藤 越 康 祝
1広島工大・環境 神 田 隆 至
広島大・原医研 大 瀧   慈

多項式成長曲線モデルの拡張として,い くつかの

異なる個体内計画行列をもち,これらの行列が階層

的構造をもつ場合を考えた。最尤推定量と密接に関

連している簡単な推定量を提案し,その推定量の基

本的性質を与えた。また,こ の性質に基づいて,平

均パラメータの同時信頼区間の構成法を提案した.

D‐7 -般化推定ガ程式における共分散構造の誤特

定化の影響

広島大 ,理 佐 藤
広島大 ,理 藤 越

経時データ解析において,個体内の観測に何らか

の相関構造がある場合の推定法として一般化推定方

程式が提案されている.本報告では,こ の二般化推

定方程式において,共分散構造を誤って特定化した

ときの回帰パラメニタの推定に及ぼす影響について

考察した.特に,共変量が (1)個体のみに依存す

る場合,(2)時点のみに依存する場合,(3)両方
((1),(2))の 共変量がある場合に対して, 1標本

の場合および多標本の場合に,理論的並びに数値的
に検討した.

D,8 因子分析における変数選択

阪大・人間科学 狩 野
阪大 0人間科学 原 田

宏 文
誠

亮

弘

治

佳

祝

由

康

裕

章

探索的因子分析における変数選択について論じ



た●変数選択の基準としてカイ?乗値を採用し,変
数減少法によつて適合の悪い変数を取り除いていく

と:き に有用な統計量を導出した.因子分析モデルで

の推定を一回行うだけで,各変数を落としたときの

ヵイ2乗値の一覧を提示することができ,どの変数
を除去すべきかが一日で分かる.開発したプログラ
ムである,ep宙se EFAの紹介も行つた。

D:9 多変量回帰モデルにおける外緒を考慮した変
1 量選択基準の改良

_1‐ ..   r島 大・原医研 佐 藤 健 一

11‐ 回帰モディレにおいて,現在の実験に対するモデル
と外挿に対するモデルを考える.このとき現在のモ

デルの目的変数は観測されるが外挿に対する目的変
量は観測されないとする。このような状況のもとで

提案されたAIC型の変量選択基準 PAICの 持つバ

イアスが,候補モデルが真のモデルを含まない場合
においても,イ さヽくなるように改良することについ

て報告した。

7月 29日 (水)(午後 E会場)

共通テーマ :離散デ…夕の解析 (V)一対Lヒ較
`教育

評価など

オーガナイザー

1     東京理大 0理工 富 澤 貞 男
‐    ‐座長 東大 0教養 繁 桝 算 男

11ギ 暦

'Iに

よる

,HP法
の重琴度の安定性お

:‐ |‐ ‐  ‐ 1ヒ海学園大・工 大 西 真 一千
:        北大 ,工 今 井 英 幸

AHPは意墨決定の一手法で,そ の内容は一対比
較に基づく評価行列から各レベルの評価項目間の重
:要度を求めl.最終的に代替案の順序づけを行うもの
|である|‐‐1方ファジィAHPは通常のAHPの拡張
でみり,通常のAHPでは考慮していなかった代替
1的や―補完的な評価を可能にしている.本研究では
AHPで用いる丁対比較行列に摂動を与えた場合の
重
琴度の変動にPいて感度分析を行い,最も影響を
,4ぅ■攀行列め要素を調べることを提案した。

P′ TttlL較 データ分析の一方法

. ‐1_   東京理大・経営 牧 野 都 治中

1数人の判定員が数個の対象について,その優劣を
:■対比較1こょり判定する.このようにして得られた
デ■夕に基いて書かれる選好多角形のなかに,一巡
響:,形や■巡 4角形が何個ふくまれているかを数え
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て,「判定はランダムになされていた」かどうかなど
を調べる.そのための確率分布表の作り方,使い方
に?いて2～ 3の注意を与えた.また,判定員数や
対象数が多いとき,誘引係数を用いると便利である
ことを示したe

E‐3 …対比較型評価手法間の関係―ファジィ構造
モデルヮAⅡP,官能検査手法の比較一

立命館大・経営 長 沢 伸 也

意思決定手法のAHP(Analytic Hierarchy Pr∝ ‐

eSS),代表的な統計的官能検査手法のScheffeの一

対比較法,お よび,フ ァジィ構造モデル (Fuzzy
Structural Modeling)は,いずれも評価対象間の一
対比較を全ての組み合せについて行い,全体として
の順位などを求める手法である.これらの一対比較
型評価手法間の関係について,要求品質重要度を求
める例で各手法の解析結果を比較した.その結果,
三すくみ的な循環がある場合,AHPでは手法適用
の前提が崩れ,Sche“ 法では誤差分散が大きくな
り有意差が出にくくなるのに対して,FSM法では
これを検出でき被験者の判断が確立しているか否か
も判定できる特徴があることが分った.`

E‐4 MOdel Fo=mation fOr Sen80ry EvaluatiOn

of ouects Ⅱa宙ng Covariates ,

順天堂大 三 野 大 来ホ

明星大 野 田 一 雄

一対比撃法による感応 (官能)検査において,各
試料の辱性についての共変量が把握できる場合に,
それとパネルの回答に基づき得られる各試料の評価

値との関係を論じた.特に共変量が複数種類あると
きの,評価値の共変量に対するモディレの設定,パラ
メータの推定と検定,適合度の検定の各方法を述べ
た,併せてモデルとしてプラッドレー・テリー 0モ
デルを仮定した場合の状況ならびに応用例について
も報告した.

E‐5 Ane青 de五vation of a30int binary probabil_
ity distributiOn

千葉大・文 植 野 真 臣

本稿では,二変数離散同時確率分布における新し
い導出を考えた.結果として,どのような構造をも
つ二変数難散同時確率分布も,シグモイド関数の独
立な積として表現されることが導かれた.これは,
項目応答理論における2-パラメータロジスティッ
クモデルに合致するものであうた.また,その母数
推定における新しい方法を導いた.さ らに,そのパ
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ラメータは全ての変数に対するある変数の伝達情報

量によって規定されることが導かれた.

E・6 ベイズ的アプローチによる計数データ解析の
教育心理学研究への応用

東大・教育 石 井 秀 宗*

東大・教育 渡 部   洋

ポアソン分布に従う計数データに対する,被験者
間の質的データとして観測される説明変数の主効果

や交互作用の効果の大きさを;バイズ的に推定する′

方法を考案した.実際のデ_夕 を用いて従来の分散
分析の手法と比較検討したところ,計数データを平
方根または対数変換して分析した場合と一致する結

果を得た.パラメタの推定値が効果の大きさを反映
していること,容易に最高密度領域を得ること,デ
ザイン行列の設定の仕方が柔軟なことなどを考慮す

ることにより,教育心理学研究における本手法の有
用性が検証された.

E‐7 授業設計・教育評価で利用する構造分析法
拓殖大・工 竹 谷   誠

授業設計・教育評価の場面では,教材 (も しくは
テスト)を学習課題 (も しくはテスト項目)に分解
し,構造的に表現するモデル化法が開発されてきた.

これらは総称して,構造分析法と呼ばれる。本報告
では,授業設計 。教育評価で用いる構造分析法とし
て,①教材構造分析法,②学習者描画の認知マップ
による理解度評価法,③学習課題系列化法,④テス
ト構造分析法,⑤アンケート構造分析法の5つの方
法を順次取り上げ,簡単な理論と実践例の紹介を行
った.

E二8 ファジィ推論による離散デT夕 の評価法
早大・政経 山 下   元ホ

早大・教育総研 箭 内 美智子
日大 0理工 稲井田 次 郎
金沢大・工 金 川 秀 也

教育情報に関する離散データ,特に,美術や書道
などの定性的な判断を含む評価データは計量的に扱

いにくいとされていたが,フ ァジィ推論を応用する
ことにより解析できるようになった.

本稿では,フ ァジィ推論による感性的離散データ
の分析法と評価法を説明すると共に,メ ンバーシッ
プ関数の同定法やマンダニの推論法の非単調性など

に関する問題点をも提起する.
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E‐9 変数間の因果関係を考慮 した,絶対評価の方
法

日大・理工・院 坂 田 利 .行

複数対複数の変数間の因果関係を調べる正準相関

分析を応用して体力測定値の絶対評価の方法を開発

した。なお,データの一部に離散データを使用する

ため,質的デ■夕の数量化をするのに多重対応分析
の応用をした.さ らに,3っ以上の変数の間に「A→

B‐かつ B→ C(正相間)」 だが「Aァ C(負相関)」 な
る複雑な関連をもつときの,Aか らCへの影響直間
比を調べる方法を開発し,それに基づいて変数 Cの

絶対評価の方法を考案した。今後は,影響関係パス

を共有する様な場合の因果関係構造の解明方法等を

考えていく.

7月 30日 (本)(午前 A会場)

共通テーヤ :離散データの解析 (VI)医学統計関係

(1)

オーガナイザー

東京理大 ,理工 富 澤 貞 男
座長 成曖大・工 岩 崎  ′ 学

A‐1 ミッシングのある離散デ…夕解析
統数研 江 口 真 透

データがミッシングを伴うことは避けられない現

象である.こ んな状況で,「不完全データの解析」が

ますます重要となっている.こ の講演では,観測さ
れる変数の中で共変量は完全に観測されているが,

反応変数の観測は不完全であると仮定し,こ のもと

でミッシングデータの発生するメカニズムをモデル

化する選択パラメータを導入した。しかし,こ のパ

ラ メ ー タ を 推 定 す る 如 何 な る 方 法 も

misspeciflcationに対して誤った結論を導く危険が

高いことを示された. ミッシングの観測選択性に対

する感度分析アプローチを提案し, ミッシングデー

タを無視することの影響を定量的に計った。日本国

民性調査のデータに適用された.

本‐2 離散データとしての遺伝情報
東大・教養 岸 野 洋 久

ゲノム情報利用の 2つの側面に光を当てて,その

統計的解析の現在を紹介した。 1つ は,集団遺伝学
的特性に基づきいくつかの集団の混合率を推定する

もので,混合群からのサンプリングと基準群からの
サンプリングを考慮に入れ,サ ンプリングデザイン
について論じた.も う1つは,遺伝子や生物の系統



関係を推測するもので,塩基置換や挿入・欠失など
の分子進化の諸事象をモデル化することにより分子

系輝村を推定することを示した.さ らに,分岐の順
番の信頼領域の設定について論じた.

A‐3 報告が不完全な標繊実験における推定問題に
ついて

東京水産大 山 田 作太郎*

東京水産大 北 門 和 英

■標識実験 (捕獲再捕獲法)は,魚の移動,成長,
資源量などを推定するのに用いられる.この方法が
うまく機能する為には幾つかの条件が必要であり,

その
|‐つに再捕された標識魚が試験機関に完全に報

告されるというものがある。

Paulik(1961)と Seber(1982)は ,報告が不完全
な場合の資源量および報告率の推定方法を提案し

た1本報告では,彼 らの推定方法に関する問題点を
指摘し,それに対して考察を与えた。

■‐13?のカテゴリからなるデータにおける同諄
効果を考慮したモデルについて

東大・工 真 柄 祐 一・
東大・工 川 鍋 一 晃

‐■生殖発生毒性試験における死亡吸収,奇形,異常
なしの 3つのカテゴリに分けられた胎児のデこ夕の
ような同腹効果を示すデータに対して,反応確率が

々る分布に従っているという仮定のもとで,共分散
関数のとりうる範囲を示した.また,ディリクレ3
項分布の共分散申数のとりうぅ範囲が,こ の全体の

響囲年比べて小さいことを具体的に示した.

A‐5 Analysls Of Dependent Data

l     東京翠大 宮 岡 悦 良

|マルコフ過程に従う二値データにおいて,説明変
数を回帰モデルの形で取リー入れた推移モデルの尤度
にもとづいた推定法といくうかのシミュレニション
の結果 |こついて考察した.ま た,さ らに誤差項を含
ん.だモデルの拡張した場合の推定法について議論し

た, ■                   |

|「0.響ッ返し■偉デァタに対する積型モデル

な影研 0統計部 和 泉 志津恵
東工大・情理工 藤 澤 洋 徳*

李誓争でけ,二値データが取られた際に起こる偽
陽性と偽陰性に着目して,繰り返しを考慮したモデ
ルを考えた.結暴と

′して,積型モデルが自然た導入
される.積型モデルにおぃては,パラメータ識別性

日本統計学会第 66回大会記録

の問題が起りやすいが,偽陽性と偽陰性の誤差確率
を1/2よ りも小さいと仮定することによって克服さ

れた.提案したモデルは,血液型検査において特定
の抗原を調べる際の偽陽性と偽陰性の誤差確率を推
定する問題などに適用できる.

A‐7 順序カテゴリカルデータヘのモデル適合と超
過変動の机理

大分大 0工 越 智 義 道

多カテゴリを反応に持つよぅな離散反応データに
ついて,多項分布を基礎として回帰モデルによる分
析を行う場合に生じる超過変動の処理とモデル適合
の問題について考察を行ない,カ テゴリ間の順序性
に関する超過変動の影響について検討した.

超過変動を考慮に入れた分析法としては,多項分
布のパァメトリックな分布拡張としてデ´リクレー
多項分布を考え,こ の分布にもとづく最尤法と,一
般化推定方程式による分析法を用いた.

A‐8 医学におけるrJR本の比率検定について
｀
筑波大・臨床医学系 久 保 武 士*
_筑波大・臨床医学系 重 光 貞 彦
筑波大・社会医学系 高 橋 秀 人

帰無仮説島 :レ1-ル|≦4対立仮説 Jflわ1-ル|ゝ∠
を用いた 2× 2分割表における∠検定を導出したと
ころ,P値を∠のまわりで展開することによって,
∠のパき乗の各係数はセノン度数が元の分割表と若キ

異なるFisher直接確率を用いて表現されることが

わかった.

7月 30日 (木)(午前 B会場)

共通テ=マ :統計T般理論 (I)
座長 統計数理研 駒 木 文 保

B‐ l lncOmplete split_b10ck designの 最適性と構
成法

岐阜大・工 小 澤 和 弘=
慶応大 0理工 神 保 雅 一
広島大・教育 景 山 三 平

Agrlultural Udvo POznan stanisiaw Maza

本報告では,split‐ bl∝k designに おいて交互作用
の有無により, 2っ の線形モデルを仮定する.主効
果,交互作用効果の推定には最小 2乗法を用いた.
また,推 定 の精度 の良 さの基準 には universal
optimalityを 採用した.そ して,これらのモデルの推

定に対し最適となる計画行列の組合せ論的特徴とそ
の構成法を報告した。
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B‐2 小さいプロックサイズの巣型計画の存在
筑波大・社工 MiaO Ying

広島大・学校教 景 山 三 平

従来の2つの巣型プロック計画の定義を統一した

形の新しい定義に対して,巣型計画の存在性を,プ

ロックの大きさが 3, 4, 5の場合,調、た.結論

としては,他の論文(1983:1985,1991,1996,1997)

の諸結果と合わせることにより,存在するための必

要十分条件を示すことができた。本質的なアイデア

は,小さいパラメータの巣型計画を先ず直接法で構

成し,次に再帰的手法で一般の存在を示す方法をと

った.プロックサイズ 6の場合の考察も一部行った。

B‐3 Non‐E対stence of Certain Block Designs II

Calgary大 小 サll 潤次郎

Parameters υ,ら ,γ,た,λ l,・・・,ス"α
)Partially Bal‐

anced lncomplete Block Design of 夕η Associate

Classesの Incidence Matrixを Nと すればNV=
γ40+λ l■ 1+¨。十ス″4″ =ρ 04ざ +ρ lAF+¨・

十ρ″4湯.但 し■o=為,41,… ,ス"は Association

Matrices, 4ざ =(1ル )ん,41,… ,z4嘉 は Orthogo,al

ldempotents, α二十。・・十α"=υ
一蒟=υ ~1:αJ=

γ(41)(′ =1,… ,%)。 ここで, あ,… ,れ をrational
nunbersと する.K=徹舗十■41+… +協ス携とし
て, Rational Equivalence

ル=1常
I]～
豚二
|∬ 上||

からA System of Non‐E対stence Crm金 ia Op=(-1,

″)30(″ ,Π絶o(ρづυ:)α `)p。 (Π絶0(ρ
`τ
ゴ)α `,Π健o

(a)・以pp・以→.Iの。以

"〉

4D・ 4う。4の。`4つ
=1,∀ 2″ ,ぁ,■,あ,…,笏 π磁 ′%物レ寄力`出る.

但 し υ
`=″
r`一 ρJ(′ =0,1,:・

:,物),「p(ρ)圭 (ρ o,

pOρPρ″・・・ρ解)ぁ る (ρ)■Π告
lΠ
集諄1(ρfr,メ′)3

B‐4非 正規―元配置モデルにおけるANOVA検
定統計量の漸近展開・ ブートストラップ近似

広島大・理 柳 原 宏 和十

広島大・理 大 前 昌 司
広島大 0理 藤 越 康 祝

非正規一元配置モデルにおいて,分散が等しい場

合と,等しくない場合の 2つの場合のANOVA検定
統計量に対 .して,(1)統計量の分布の漸近展開を利

用する方法,(2)漸近近似を改良する単調変換を用
いる方法の 2つの方法を用いて,検定のサイズの改

良を行った.さ らに,これらの方法と,(3)Fisher

&Hallに よるプートストラップ法との比較を行い,
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さらに,シ ミュレーションによる近似の精度につい

ての報告も行つた.

B‐5 2種類の積雷荷重推定曲線とその有意差検定

のためのプートストラップ法

千葉大 0院 桜 井
千葉大。理 田 栗

日立公共システム 石 塚

2種類の曲線が与えられている場合に,それらが

全体的に考えて異なるか否かを,曲線下の面積の差

の検定問題として定式化し,プートストラップ法に

よって有意差検定を行う方法を提案した.さ らにこ

の方法を積雪荷重データに適用し,従来の積雪荷重

推定曲線と最小 2乗法によって得られる積雪荷重推

定曲線との比較も行った.

B‐6 補正関数によるセミパラメトリック回帰
島根大・総合理工 内 藤 貫 太

回帰曲線の推定において,まず多項式回帰を行い,

補正関数を用いてその適合を改良することで得られ

る推定量の1つのクラスを提案し,その挙動および

最適な推定量の探索について議論した.推定量の分

散の評価式はこれまで提案されているノンパラメト

リック推定量と同じであり,バイアス項の違いが推

定量の良さの違いを導くことを示すとともに,漸近

的な意味での提案された推定量の優越性を主張し

た.有限標本における推定量の挙動をシミユレーシ

ョンにより検証し,残差分析と補正関数との関連に

ついての示唆を与えた.

B‐ 7 Sequential density estimation“ r a StrOng‐

ly mixing process   I

筑波大・社会科学 本 田 敏 雄

本報告では,Strongly mixing processの周辺密度

の,精度を保証した推定を扱った.密度の推定には

Parzen_Rosenblattの 核型推定量を用い,誤差 は

MISEと した.精度を保証するのに必要な標本数は

未知パラメータに依存するので,Martinsek(1992)

の i.i.d.の場合に倣って,逐次的な推定法を提案し,

その漸近的な性質について報告した.本報告の推定

量はenicientで ある事を述べ,Martinsek(1992)の

ioiod.の結果の拡張についても触れた.

B‐8 局所尤度による密度推定,判別分析
統教研 江 口 真 透

密度関数の推定量として,パラメトリックな方法

/(″,の の代わりに力‐ネル関数K(a一″)ので重

仁

章

樹

裕

正

正
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み付けられた局所尤度による最尤推定値α″,の に
よって/(″,α″,の)/Z(の が提案された.このように

操作パラメータみによって滑らかにパラメトリツク

法とノンパラメトリック法をつなげた方法になって

いる:こ のみを決めるためにCross validationに よ

る方法を提案し,この方法を概パラメトリック漸近

性のもとで考察し,よ い性質が報告された.次に,
多変量の拡張として判別分析における局所化法が提

案され,λ によって判別局面の非線型性を調節する

ための方法とその理論的支持を考察した.

7月 30日 (木)(午前 C会場)

共通テーマ :金融・経済時系列データの解析 (Ⅱ)

オーガナイザー

横浜国大 e経済 小 林 正 人
座長 東大 ◆経 矢 嶋 美 寛

C‐1 株式収益率ポラティリティ :ロ ングメモリー
EGARCⅡ モデルの検証

立教大・社会 白 石 典 義

東京証券市場の日次株価指数投資収益率を対象

に,ロ ングメモリーGARCHモデルとロングメモリ
ーEGARCHモ デルを推定し,ボラティリティ変動
が示すロングメモリ‐の特性を分析するとともに,

両モデルの検討を行った.その結果,色 ングメモリ
ー・ ボラティリティの変動を柔軟に記述できると同

時に,正負のショックがボラティ|リ ティに与える非
対称な効果 (レベレッジ効果)を計測できるモデル

としてロィグメモリー EGARCHモ デルの有効性が
示された.´

C…2 Ⅱypotheses tests from FM‐ VAR withこ On_
ditional hetercDskedasticity

札幌大学 駒 木   泰

金融 0財政データを用いて経済時系列分析を行う

場合,デ ータに単位根 を含み,さ らに誤差項が
GARCHキ1従うこ尊が多くあった.本報告では,I(1)
変数あるいはI(0)変数が混在するVARが推定でき
るPhillips(1995)の FM,VARに よる仮説検定のパ
^フ ォ▼マンスを調べた。 とりあげる仮説は,弱形式
の効率的市場仮説とグレンジャーの因果性テストと

した.条件付分散については;GARCH(1,1)を想
定した.

C‐3 Bayesian analysis of stOchastic vOlatility

nlodels with heavy¨ taned distributions

筑波大・院 浅 井  ‐学

この研究では,裾の厚い分布をもつ確率ポラティ
リティ・モデルを,ベイジアン・マルコフ・チェイ
ン・モンテ・力′レロ法により推定する技術を開発し

た。この方法は回帰モデルの誤差項がARMA過程
に従う確率ボラティリティ・モデルに適用できるこ

とを示した.さ らに日次の円/ドルレートのデータ

を使用して,実証分析例を作成した.

C‐4 MⅢ ungindividml US T‐ Bond priceL
ニッセイ基礎研 津 田 博

′
史

=橋
大・経済研 刈 屋 撃 昭

時間依存型マルコフ・モデル (Kariya and Tsuda

1994)を 米国国債に応用したところ,日本国債の場

合よりも価格推定精度において優れた結果が得られ

た。価格予測においても日本国債の場合と同様に良

好な結果が得られた.従って,時間依存型マルコフ0

モデルは,日本国債に限らず,米国国債も含めた海
外国債のポートフォリオを構築する際に有益である

と考えられる.

C‐5 取引費用と目標時点を考慮した投機的市場の
シミュレーション

慶應大・商・院 熊 谷 善 彰

異質的期待を仮定し,不確実性下で期待効用を最
大化するモデルにより,価格・出来高をシミュレー
ションした.各投資家は価格変動を確率変数と考え
て,互いに異なる予想価格系列をもち,取引後に実
現値と予想値のズレにより予想を修正していく.個
別超過需要関数は,価格と予想価格系列だけでなく,

取引費用と前時点の保有高の関数とした.投資目標
時点は固定せず,投資家それぞれが自らの予想価格
系列に基づいて決定した.このモデルを用いて,取
引費用と出来高・取組高・市場流動性の関係を分析

したe

C‐6 資産間のリスク・プレミアムと価格変動
ニッャイ基礎研 津 田 博 史

株式と債券間のリスク・プレミアムの均衡水準,

及び,均衡水準からの乖離であるミスプラィス成分
を推定する上で,株式と債券間の価格変動を反映さ
せたモデル (リ ターン・ィールド0スプレッド・モ

デル,RYSモデル)を提唱した。当モデルを用いた
実証分析により,株式と債券間のミスプライス・メ
カニズム,及び, リスク・プレミアムの均衡水準動
向について新しい知見,そ して,株式と債券間の価
格変動に関する予測に関して良好な結果が得られ
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た。

C‐7 我が国株価指数先物取引市場における値幅制
限規制の計量経済学的政策評価

MTEC,都立大 高 山 俊 則

本論文では我が国株価指数先物市場における値幅

制限規制の効果を実証的に検証した.観測値のセン

サリングを厳密に考慮した上で本規制の先物価格収

益率への影響を調べるため,モデルを時系列構造を

持つ制限従属変数プロセスとして定式化し,規制の

中立性および弱度の市場効率性という観点から本規

制を評価した.更に,本モデルのパラメータ推定方
法のひとつとして,ベイズ流マルコフ連鎖モンテカ

ルロ法を適用し,計算の難点を克服することを提案
した。

7月 30日 (木)(午前 D会場)

共通テーマ :経済統計・計量経済学

座長 新潟大 ,経 和 合   肇

D‐1 パネル・デ=夕分析のための回帰モデル

築 :林 昭 明

同一の標本世帯について数年間追跡調査して得ら

れたパネル・データを使って回帰分析を行う場合,

例えば消費支出に対する所得や世帯人員の因果関係

を反映する「ミクロ的回帰係数」ばかりでなく,家
計消費は経済全体の動向に左右される傾向もあるヽと

して,「マクロ的回帰」を導入した理論モデルを提案

し,キクロ的回帰係数の推定値は有限標本では偏り
を蒙るが,漸近的普遍性を有していることを示した.

数値例でこのことを検証した。

D‐2 多日間プ…ル ドデータによるエネルギー需要
撞定とC02排出

慶應大・総合政策 矢 野
慶應大 ,総合政策 小 坂

地球温暖化問題を経済学的に分析するため,G7
各国と豪州を対象国としてプールドデータによるエ

ネルギー需要関数を推定し,さ らにエネルギー 0モ

デルを構築して対象国の 2010年 までの C02排出量

を予測した.その結果,各国ともC02排出量
'ま

増加

傾向にあり地球温暖化防止京都会議で決定された削

減目標を達成するには早急に有効な対策を実行する

必要があることが明らかになった.
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D‐3 中Jヽ企業調査における業種分類について
i ―同友会調査を手がかりに一     `

中央大・経 坂 田 幸 繁

企業活動を把握する場合,業種概念 (分類)は必

要不可欠の基本的分析道具といえる.しかし多様な

形態で活動する中小企業の統計分析にとって,既存
の業種概念はどの程度有効性をもちうるか.本報告
では,‐ 民間団体の中小企業家同友会が会員企業を対

象に実施した中小企業実態調査を基礎にこの問題を

検討した。中分類ベースの業種分類について,企業
の事業比率の分布,業種間にわたる企業活動の実態,

業態変化の動向,取引関係の多様性を中心に報告し

た.

D‐4 中小企業景況統計のデータ特性について
立教大・経 菊 地   進

様々な機関の実施する景況調査の結果を比べる

と,業況判断 DI(好転マイナス悪化の割合%)の推
移などにおいては,振幅こそ異なるものの,いずれ
も大変よく似た波形を示していることが特徴的であ

る.対象企業,回収数,調査方法などが異なってい

るにもかかわらず,こ うした特徴が現れるのは何故

か.景況調査には,標本調査として実施しえない欠
陥を補いうるだけの特性があるのかどうか.景況調
査が増えてきている状況を踏まえ,景況調査の個票
ベースでの検討を通じ,こ うした特性についての解

明を試みた.

D‐5 賃金率指数の新規開打とその結果
前 ,四 日市大・経 市 野 省 三

近年,雇用構造の変化が激しいため,平均賃金に
よる賃金指数・賃金格差は,軍金実態についてその

実情を著しく歪めている.

そこで,労働省「賃金構造基本統計調査」結果を
素材に,労働者構成の違いを除去した産業,企業規
模ヴ地域など企業クループ別賃金の変化や格差を計

測し,実態認識を深めることとした。
この報告は,1985～96年について行なっ、た新規開

発指数の内容と結果である.この新指数活用によっ

て,賃金構造分析等が一段と精緻になり,経済・労
働政策に資することを期待したい.

D‐6 ホームベージ収録の民間作成統計の利用
国士館大・政経 山 田   茂

まず民間作成統計を収録するホームページ (HP)

の多くが,業界団体によって開設されていることを

之

行

貴

弘
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指摘した。つぎに収録された民間統計の第二者によ

る利用の際の利点 (検索 0利用可能時期・収録内容

の更新周期・ダウンロニド・関連情報の入手・双方

向性)お よび障害 (提供の不安定性・利用者の限定。

HP内の検索・収録内容・問い合わせに対する対応)
を,刊行物に収録された統計の利用の場合と比較し

た.特に収録された統計の作成目的との関連で第二
者による利用可能性が限定されていることを指摘し

た.

D‐7 クラインモデルΠIの構造
関西学院大・経 根 岸   紳+

関西学院大 0経 後 藤 達 也

クライン (1950)において 3つのモデルが提示さ

れたが,そのうちの一番大きなモデルであるクライ
ンモデルⅢを取り上げ,モデル全体の性能について
検討した.オ リジナルのクラインモデルⅢを再推定
した結果,個々の方程式のパフォーマンスは高いも
のの,モデル全体のパフォーマンスは大変低いとい
うことが分かった.次に,Stewardの方法を用い,
モデルの構造上の特性を探り,モ デルの修正を試み
た.修正モデルとして,価格を外年化し,消費関数,
投資関数を中心に関数関係を修正したモデルを構築

した.このモデルを使って乗数シミュレこションを
行った結果, 6年の中期循環をしながら収東してい

く特性を検出した.

D‐8 Direrential Demanl SyStems fOr Japanese

Househou Food Consumption

鳥取大 0農 松 田 敏 信

本報告では, ミクロ経済理論より導かれる諸制約
の実証上の有効性を複数の微分需要体系モデルにつ

いて検証するとともに,最適なモデルの選択を行っ
た.データとしては,わが国の食料支出・価格に関
する年次系列(1963～95年)を用いた.検定の結果,
自己・変差価格効果はもちろん,習慣形成ゃ嗜好の
変化等P支出1価格以外の要素の重要性が示唆され
た.同次性と対称性は棄却されず,ゎが国の食料需
要の理論的整合性が支持された.費日間の弱分離可
能性は受容されたが,加法的選好および相似拡大的
選好は棄却された.

D‐9 Diagnostic Testi■g in Panel Data MOdels

阪大・国際公共 Colin Mckerlzie

この論文ではパネル・ モデルにおいて変量効果の

有無を調べるために最近 Baltagi(1995,1996,1997)

によって提案さ■た検定量の分析を行った.第一に,

Baltagiが提案した追加変数はOLSの条件を満た
さない変数になり,検定が不適切だということを明
らかにした.第二に,その変数を多少修正し,漸近
的に適切な検定方法を提案した.第二に,シ ミュレ
ーションによつて検定量 (既存のもの,Baltagiの検

定量等)の小標本特性を調べた。シミュレ‐ション

によるとBreusch‐Paganテ スト,HOndaテ ストや
系列相関のテストが良い検定量だらた.

D‐ 10 A Spurious Granger causality

広島大 前 川 功 一
 ́ 広島大 何   宗 路*

2つの全く独立に生成された系列の間には,理論
上は全く因果関係は無いはずであるが,系列の 1つ
または 2つがランダムウオークのような非定常時系

列である場合には,見かけ上 Grangerの意味で因果

関係が検出されることがあるという例を挙げ,そ の

原因をこの検定のために用いられるF統計量の漸近
分布を求めることにより理論的に明らかにした.ま
たシミュレニシヨンによってどの程度見かけ上の因

果性が検出されるかを示,した.

D‐1l Gauss‐ MarkcDv定理の■般化とその非線形

版について

一橋大・経研 刈
山口大・経 倉

一般線形回帰モデルにおけるある種の線形推定量

のタラスに対してガウス丁マルコフ定理を成立せし

める (誤差項の)分布の最大のクラスを導出した.
この結果を一般化最小 2乗推定量を含む非線形推定
量のクラスに応用し,既に知られてぃる非線形ガウ
スーマルコフ定理をさらに拡張した。これに関連す

`

る幾つかの興味深い事実についても併せて言及し

た.

7月 30日 (木)(午前 E会場)

共通テーマ :離散データの解析 (VII)数量化関係

(1)

オーガナイザ‐     .
東京理大・理工 富 澤 貞 男

座長 岡山大・環境理工 田 中  ‐豊

E‐1 多項分布モデルに基づく分類
統計数理研 馬 場 康 雄

良く知られているように多項分布の漸近分布は正

規分布である。したがって一組の頻度が多項分布か

らの標本と見なせるときには,その線形結合の信頼

昭

史

武

博

屋

田
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領域は近似的に楕円になる.こ こでは,信頼係数を

距離の尺度とする階層的なクラスタリングについて

報告した.報告は 1)ラ ンキングデータに基づくア
イテムと判定者の同時クラスタリング,2)数量化ス

コアによるアイテムの分類の二つの場合から成って

いる.

E‐2 順位値データの距離モデルによる分析につい
て              ｀

多摩大・経営情報 今 泉   忠

頻度データや順位値データを分析するための統計

的モデルが提案されている.その適用について検討

するとともに,ク ラスタリング手法を援用した分析
モデルについて提案した.

E‐3 プランド変更におけるエンドとリーフの効
果 :非対称クラスタ三分析による

立教大・社会 岡 太 彬 訓

インスタントコーヒーのプランド変更におけるエ

ンド (スーパー・マーケットなどでの商品陳列棚で

の大量展示)と り‐フ (ス ,パー・マーケ
'卜

など

の́チラシ)が与えている効果を非対称クラスター分
析法を用いて明らかにした.同 じデータを非対称多
次元尺度構成法を用いて分析して得られた結果と比

較した。本稿の結果は,ネ ッスルとそれ以外のプラ

ンドを区別するということを除き,非対称多次元尺
度構成法で得られた結果を裏付けるものであった.

E‐4 非対称多次元尺度構成法と離散データヘの応
用

愛IIi学院大・文 千 野 直 仁

最初に,計量心理学の分野で開発されつつある非
対称多次元尺度構成法 (略して,非対称 MDS)と そ
の広がりについて紹介した.つ ぎに,非対称 MDS,
とりわけ千野らが開発したエルミニ ト形式モデル

(略してHFM)の応用可能性 :(1)HFMの 適用
による非対称現象の性質に関するもの,(2)非対称
正方分割表、の応用,及び (3)2相 3元時系列デ
ータに対する有限次元複素ヒルベル ト空間上の微

分・差分力学系モデルヘの応用,について述べた.

E‐5 ベイズ制約を伴う対応分析法
北大・文 大 津 起 夫

対応分析 (数量化 3類)の欠点である解の不安定
性を解消するため,解にベイズ制約を課すことによ
り,安定した結果を得ることを試みた.K次元の解
から分類表を重みとして得られる2K次元の配置
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の共分散を Sと し -1/2 1og(ISI)を解の良さの指標

とする:制約は解スコアの線形関数に事前正規分布
を仮定する。両者に基づく目的関数を最大化するこ

とにより,制約下での解を求める.2階差分制約を
用いた実データの解析例では,無制約の場合に比べ

て解釈が容易で安定した解を得ることが確認され

た.

E‐6 偏多重対応分析の理論とその応用
大学入試セ 柳 井 晴 夫=
統計数理研 前 田 忠 彦

偏多重対応分析は相互の関連を検討する物個のカ

テゴリ変数 (項目)の他に,層別変数のような附加

的項目がある場合,附加的項目の影響を除去して%
個の項目の各カテゴリヘの最適な数量を求める多重

対応分析を行なう方法である。本研究では,まず偏

多重対応分析の数理表現を与え,解のいくつかの性
質について言及した,次に「日本人の国民性」調査
のデータに対する適用例を示し,結果を通常の多重

対応分析の解と比較し,方法の特質と有用性を考察
したし

E‐7 対応分析における人工的データ
追手門学院大 丘 本   正

対応分析 (数量化法第 3類)の人工的データとし
て点と線からなる幾何図形 (項ロパタン)を考えた.

すべての線は2つの点を通るとし,点を項目,線を
個体と考え,ある線がある点を通るとき,そ の個体
はその項目に反応したとみなすならば,第 3類は固
有値問題となる.次のような項ロパタンを扱った。
1次元構造,これに幅をつけ加えた 2次元構造, 1

次元構造の両端を同一視した円形構造,これに長さ

をつけ加えた円筒構造,そ の両端を同一視したトー

ラス構造,最後に 3次元をもつ球面構造.

E・8 双対尺度法から見た離散データの多次元構造
トロント大 西 里 静 彦

同じデータを [A]連続量として処理した場合 (主

成分分析),[B]離散データとして処理した場合 (双

対尺度法)の根本的違いを検討した。[A]ではユー

クリッド空間を用いるのに対し,[B]ではカイニ乗
距離を用いる.[A]が線形関係のみを解析するのに

対し;[B]では線形及び非線型の両者を解析の対象
とする.こ の二点からグラフの解釈の問題の他,特
に離散データの数量化において最適化に用いる拘束

条件のほかにどの様な数学的拘束条件が暗黙但に課

されているかどいう問題が検討された.
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7月 30日 (木)(午後 (I)A会場)

共通テーマ :離散データの解析 (VⅡI)医学統計関

係 (2)

オーガナイザー

東京理大。理工 富 澤 貞 男
座長 東大 0医 大 橋 靖 雄

A‐1 マンテル |ヘンツェル推定量と検定統計量に
ついて

西南学院大・文 安 楽 和 夫

A‐2 Mantel‐Ⅱaenszelア プローチの応用

宮崎大・教育 藤 井 良 宜

個体差の分布が異なる二つの群での 2値反応変数
yの分布の違いを解析する場合に,マンテル・ヘン

ツェル推定量と同じアプローチが有効であることを

示した.ま ず,yに関して未知の個体差変数 θを含
むロジスティック回帰モデルを仮定し,θ の情報と

して 2値変数Zが観測可能と仮定した。このとき,
Zに もロジスティック回帰モデルを仮定すること

で,Zの分布や二群での個体差の分布を特定せずに,
二群の違いのパラメニタが推定できることを示し

た.また,こ の方法での情報のロスを,い くつかの
個体差のもとで評価した.

A‐32×2分割表のイ検定における∠の影響のシ
ミュレーションによる評価

筑波大 0社医 高 橋 秀 人 t

筑波大 。臨医 久 保 武 士
筑波大 0社医 加 納 克 己

2× 2分割表の解析として,オ ッズ比用いた医学的
に無意味な差∠を統計的に有意としない,∠検定を

Fisher直接確率型検定を基にして考えた.シ ミュレ

ーションの結果,負荷とする医学的な意味∠のP値
へ与える影響は大きぃことがわかつた.∠ は主観的
に定められること,が多いので,設定には注意が必要
であると考えた.

A‐4 ワイブル :ガンマモデルを用いた永久歯喪失
の危険度解析

広島大・歯 大 谷 敬 子・
広島大・原医研 佐 藤 健 一
広島大・原医研 大 瀧   慈

永久歯の有無に関するデータを多変量二値デ‐タ

として捉え,歯の生存解析を行った.特に,異なる
2種類の歯の喪失危険度に関する相関の推定につい

て検討した.個人の喪失危険度に確率的な変動を想

定し “ゆらぎ"を考慮したモデル (ワ イブル・ガン
マモデル)の もとで,さ らに異なる2種類の歯が喪

失危険度に関して共通の “ゆらぎ"を有するという

仮定をし, 2次元密度関数の定式化をおこない,歯
の有無に関する相関構造の推定を試みた.また,本
モデルを実データに適用しモデルの適合性の検討を

行った.

A‐5 順序カテゴリー反応デ…夕に対する回帰分析
一開塞性動脈硬化症データの解析―

.

放影研 中 島 栄 三中

広島市民病院 辻   修 一
広島大・原医研 大 瀧   慈

データ総数は広島大学病院で血管造影を施行した

閉塞性動脈硬化症 (ASO)の初回検査例 211人であ

った。ASO発症部位は中枢と末梢,及び右と左によ
って,四つの部位に分けられ,各部位において動脈
の狭窄度が五段階で記録された.こ のデータに対し

て,部位の狭窄度を反応変数として,各部位の反応
の間の相関を考慮に入れた一般化推定方程式により

解析を行った.その結果,(1)ASO発生部位の反応
変数の間の相関の推定値の絶対値は0.1以下で小さ

かった|(2)末梢部位において狭窄度の年齢依存性
が見られた。 (3)中枢部位において狭窄度の年齢依

存性は見られかった.(4)狭窄度について左右の違
いはなかった。            _

A,6 疲学研本における離散データの解析
統計数翠研 佐 藤 俊 哉

疫学データは,通常交絡要因で層別された 2× 2表

にまとめられ,Mantel‐Haenszelの方法を用いて解

析される。本報告では,相対 リスクの指標である
Mantel‐ Haenszelオ ッズ比の分散推定の歴史をレビ

ューした.二つの漸近モデルどちらのもとでも一致
性を持う分散の推定量の性質がよく,推定方程式に
もとづく信頼区間も同程度かそれ以上の挙動をしめ

した.

A‐7 1H対危険度推定における測定誤差修正法 :フ

ラミシガム
｀
追跡データヘの応用

九大・医 絹 川 直
長崎大・環境 中 村
九大・医 赤 澤 宏
九大・医 野 瀬 善

Mac Mahon,Pet6ら (Lancet 1990 p.765-74)は

フラミンガム勘 データを用いて:血圧とコンステ

子

剛

平

明
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ロールの測定誤差を修正した階級値毎の心疾患リス

クをそれぞれ求めた.我々はそれを拡張し,ポワソ
ン回帰モデルを用いて多変量の測定誤差を同時に修

正する相対危険度推定法を提案した。またフラミン

ガム追跡データに応用し,血圧とコンステロールの

心疾患リスクを同時に推定した。

7月 30日 (木)(午後 B会場)

共■テ=マ iⅢ計T般琴呻

`II)
座長 筑波大 本 田 歓 雄

B‐1 サヴェジ基礎論の効用概念について
北大・経 園   信太郎

Savage,LeonardJirrmie,に よる統計学の基礎づ

けにおける効用概念を読み取つた.彼の議論では彼
にとっての個人的確率の概念が基本であり,効用概
念はいわば副産物である事を指摘した.また彼の第
7公準 P7と 「効用の有界性」とのかかわりに言及

し,「公準」と言う事柄に対する彼の態度の揺れにも

触れた.さ らに,18世紀前半にBernoullL Daniel,

が展開している今日の「効用関数」に相当する概念

に彼が注目している事を注意し,この概念を評価す

る一方で,冷静な批判的態度を彼が保持している事
を指摘した.  、

B‐2 Notes on a stepwise genertted Bayesian

prOcedure

関東学院大・経 布 能 英一郎

stepwise Baye,法 (HsuaL 1979)は ,「母数空間,

標本空間を適度直和分割し,各分割上でベイズ解が

事前分布から一意に定まれば,全体でも許容的」と
いうもので,推定量の許容性を調べるのに便利な手
法である.特に,標本空間が有限,母数空間がコン
パクトである離散分布に対して,すべての許容的推
定量はstepwise Bayes法 で示せる (Brown,1981).

しかしながら,この方法といえども万能ではなく,
一般の母数空間・標本空間では,許容的推定量を
stepwlse Bayes法 では示せない例がある.だが,母
数空間・標本空間を通度直和分割するとの考え方

は,何らかのメリットがあると思える.今回の報告
では「適度の直和分割」後,各分割上でstepwise
Bayes法を用いた時の考察を行った.

B‐ 3 Pre‐ Test Double ■‐Class Estinators in

Hnear RegTessiOn         '

神戸大・経 大 谷 一 博

ダブルたクラス推定量はふStein型推定量や最小
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平均自乗誤差推定量を特殊な場合として含む一般的

な推定量である.本報告では,予備検定を行ったと

きのダブルルクラス推定量を考え,この予備検定ダ

ブルたクラス推定量がもとのダブルルクラス推定量

を平均自乗誤差の意味において優越する十分条件を

示した,また,各種の縮小推定量の平均自乗誤差の

数値比較を行った結果が示された.

B‐4重 回帰分析における変数選択後の縮小推定
(計画行列が直交している場合)  .

慶応大 。理工 橋ヶ谷 佳 史ホ

慶応大・理工 篠 崎 信 雄

重回帰分析において Cp統計量,自 由度調整済み

決定係数,AICな どの変数選択基準により変数を選

択した後,最小 2乗推定量で回帰係数を推定するこ

とには,推定値が過大であるとの印象がある.計画

行列が直交している場合について,平均 2乗誤差の

和を基準 としたとき,変数選択後の最小 2乗推定量

に Steinタ イプの縮小を行うことで改良どなること

を示した。

B,5 順序制約のある正規母平均の線形関数の最尤
推定量と不偏推定量の比較

慶応大・理工

目白大

正規母平均μち′=1,2,… ,ル に順序制約μl≦ル≦

…≦″1がある場合,その制約を考慮した最尤推定量

の方が不偏推定量よりも優れていると考えられる。

しかし;母平均の線形関数の推定を平均 2乗誤差を
基準に考えるとき,最尤推定量が優れているとは限
らない。ルが 3以下のとき,どんな線形関数の推定
でも最尤推定量の方が優れていることが示されてい

たが,力=4の ときにも同様のことが成立することが γ

示された.

B‐6 ベイジアン0モデル選択の展開
千葉大・文 植 野 真 臣

本稿ではぅ新しいベイズ・モデル選択基準を提案

した.具体的には;モ デルのベイズ事後分布を展開
し,近似するアプローチをとっていた.その特徴は,

1.最尤推定値でもベイズ推定値にでも適用できる

こと,2.適用する分布に対する特別な制約を仮定し

なくて良いこと,3.“ に対して真の構造を選択
する確率力

'高
いことが証明できること, が挙げられ

ていた.紙面の都合上載せていなかったが,モ ンテ
カルロシュミレーションにより他の情報量基準と比

較することによつてその有効性を実証されていた.

雄

宗

信

元

崎篠

張
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7月 30日 (木)(午後 C会場)

共通テーマ :情報処理・計算機科学

座長 統計数理研 中 野 純 司

C‐1 時系列解析システム TISASの新機能につい
て

徳島文理大・工 山 本 由 和キ

統計数理研 中 野 純 司

われわれが開発 している時系列解析システム

TISASを より使いやすくするために新しい機能を

追加した.これは,あてはめたモデルによる予測と
シミュレーションの機能である。また,多 くの人が

使えるようにするためにUNIXだ けではなくMS‐
Windowsで も使用できるようにした.UNIXと
MS‐Wind9wsの両方の OSで全 く同じ操作によっ
て解析を行うことができるため,容易に時系列解析
を実行できるようになった.

C‐2 インターネット公開型統計ソフ トウェアー
Web DecOmpの 紹介

統計数理研 '佐 藤 整 尚

Web Decompは Web上で利用可能な時系列解析
ソフトである.プラウザァを使ってインターネット
にアクセスできるユーザーは誰でも気軽に,AR,
ARMA,Decom二 等を使った時系列解析をすること
ができる。本報告では,こ の2月 に運用を開始した

新しいノ、―ジョンの特徴について,解説を行った。
なお,Web D∝ompの URLは次のとおりである.
―> http//… .isIIl.acjp/～ sato/

C‐3 離散データ解析におけるウェニブレットの基 D‐ 1
底関数に関する研究

産能短大 本 多

内点法は 1984年に登場して以来,線形計画問題に

対する初の実用的多項式アルゴリズムとして最適化

の分野に大きな影響を与えた.さ らに,半正定値計
画問題や 2次錐計画問題 (凸 2次制約凸 2次計画問

題を含む)な どの「等質かつ自己双対な錐上での線

形計画問題』に拡張されるに至り,制御や組合せ的

最適化,計算複雑度の分野においても有望な方法論
を提供しつつあり,統計科学についてもさまざまな
応用が期待される。本発表では,特に2次錐計画問
題に対する主双対内点法について,自身の得た結果

を中心に紹介した.

C‐5 少数個のデータのグラフ化について
岡山大・環境理工 栗 原 考 次

データの分布状況をヒストグラムで把握する際,

特に少数個データの場合,ク ラスの数,端点の取り
方などのパラメータによってその形状や印象が変わ

る。これらのパラメータを変化させ,対象とする集
団の分布状況をより詳しく調べることが可能である

3種類のヒストグラム行列を開発した.Type Iで は

クラス数の変化に伴う形状の変化,Type Hで は平
均,標準偏差,歪度,尖度,AICに関して生データ
をうまく表している順番,Type HIでは,端点を変
化させた時のヒストグラムの変化を調べることが可

能である.

7月 30日 (木)(午後 D会場)

共通テーマ :MCMC法 とベイズモデル
オーガナイザー 統計数理研 尾 形 良 彦

座長 統計数理研 下 平 英 寿

拡張アンサンブルーMCMCの新しい流れ
統計数理研 伊 庭 幸 人

D‐2 ハードコアギプスモデルの強度について
東工大 間 瀬   茂*

'     T.U.Freiberg D.Stoyan

4arhtt Uだvo Jo Mё ller

Aarhus U五vo Waagepetersen

空間中の点過程Xはその任意の二点間の距離が一
定値 γ以上の時,ハニドコア点過程と呼ばれる:実
際の現象に現れる点配置型データには (第一近似と

して)ハ‐ドコアであるものがしばしば存在 し,
Matёmのモデルや SSI点過程といったモデルが古
くから使われて挙た.しかしながら,こ うしたモデ
ルは点密度ス(単位面積あたりの平均点数)が実際の

データに比べ低く過ぎ,任意の可能な点密度を持つ

本研究では, 6種類のウェープレット基底関数を

取り上げ,離散データを入力したときの出力結果か
らその基底関数の特徴を調べ,離散データの統計解
析にどの基底関数が適しているのかを検討した.そ
の結果,周波数分解能および時間分解能に優れてい
る基底関数は,「Gabbr」 と「A MOdulated Gaussian」

であることがわかった.特に低周波数成分の抽出に
優れていることから,低周波数成分を含んだデータ
解析に有効であることが示唆された.

C‐4 自己双対錐上の線形計画問題に対する主双対
内点法

統計数理研 土 谷   隆
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ハードコア点過程のモデルが求められてきた.ハー

ドコア性から,点密度スには空間の次元で決まる理

論的な上限 (最密充瞑密度)が存在することを注意

する.ハードコア点過程を一般的に構成するモデル

としてハードコアポテンシャル関数を持つギプス点

過程がある.ギプス点過程の今一つの基本的パラメ

ータである活性度はその増加とともに(直観的には)

点密度を増やす.では活性度が無限大に近付くの極

限では有限範囲ハニドコアギプス点過程の強度は最

密充瞑密度に任意に近付くであろうか? この講演
ではこの問いの答えが yesであることの理論的証明

と,それを計算機実験で傍証するために行なわれた

高密度ピュアハードコアギブス点過程のデンマーク

α)M01lerと Waagepetersenに よ るsilnulated

tempering法による高密度ピュアハードコアギンス

点過程のシミュレーション結果を紹介する予定であ

る.      .

D‐3 MCMC法 によるランダムネットワークのベ
イズ的推論

統計数理研 種 村 正 美
オーフス大学 E.B.V:Jerlsen

オールボー大学 Jo MtteF

所与の点配置データがランダムなネットワーク構

造から派生した場合に元のネットワーク構造をベイ

ズ的に推論する問題を考えた.

MCMC法 を用いて統計モデルのパラメータを推
定する方法を与えるとともに, 2次元人エデータに

対して我々のベイズ的方式が作動することを確かめ

た.

D‐4 MCMC:分割表への適用と、その応用
熊本大・工 坂 田 年 男'
九大・数理 柳 川   尭

周辺和を固定した分割表の集合の上のメトロポリ

スウォークにより極限で一般化超幾何分布を実現で

きる.こ の手法で;周辺和を止めた条件付き分布を

用いる推論における統計量の分布がシミュレ=卜 で

きる:応用としてNOAELに対するNOAELの過大
評価を管理する条件付き推論について適用した場合

と計量言語学における吉田の一般化シフト法統計量

の分布問題に適用した場合に,正確な計算による方
法とメトロポリスウオークによる方法で値が近いこ

とを確かめた.
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D‐5 ギップスサンプラーを用いたベイズモデ′レに
よる経済予測

北九州大・経 林 田   実

ベイズ流のシュリンケジモデルをABIC,ギ ップ

スサンプラーにより推定し予測の精度を比較した.

その結果,①完全シュリンケジモデルはシュリンケ

ジなしのモデルを多くの場合改善した.しかし前者

が後者に劣る例が少なからず存在した.② ABIC,ギ

ップスサンプラーによるモデルは完全シュリンケジ

モデルが有効でない場合,特に良い予測を行うこと

ができた.③シュリンケジファクターの値はABIC

による推定ではかなりの変動が見ら4るのにたいし

て,ギップスサンプラこによる推定では変動がほと

んど見られなかった.

D‐6 環境
"空

間データに対するベイズモデルの構

築

統計数理研 柏 木 宣 久

広域的な環境の変化を問題にする際に現れる季節

変動を内在した時空間データを解析するため,時空
間季節変動調整法を開発している.本報告では,方
法を開発する過程で検討した内容について述べた:

D‐7 Scale space rando■ l nelds and the continu‐

o鵬 Wavelet transform,With applications to

astrophysics and brain mapping '

McGill UniVersity Keith Worsley

We corlsider the problenl of testing for localised

signals with unknown location and scale added tb a

statiOnary white nOise randOm fleld in D dimen‐

sionso The resulting random fleld is slnoothed

with a mter that rnatches the signal,and the width

of the fllter is varied.  This creates a lDttl diinen‐

sional`scale space'random fleld,I)dimerlsions for

location and l dilnension for the scale of the

slnoothing flltero  Scale space is identical to a

continuous wavelet transforn■  with a kernel

smoother as the wavelet,though the emphasis here

is on signal detection rather than in■ age compres」

sion Or enhancement.  It Can be shOwn that the

scale space maximunl is the likelihood ratio test

statistic for detecung the signal,and our main

result is an approximate null distribution found

using the expected Euler characteristic of the

excllrsion set.  The results are applied to the prob‐

lern of detecting abnorFnalities in the COBE mea‐
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surements of the coslnic rnlcrowave background,

galaxy clustering,and searching for activation in

brain images obtained by flmctional magnetic reso‐

nance imaging(fMRI),positrOn enussion tomogra‐

phy(PET),and changes in the shape of brain

surfaces.

D‐8 正規確率場における正規信号の位置の信頼領
域構成

総合研究大学院大 三 宮 嘉 行

正規独立同一分布に従う雑音の空間系列に加えら

れた正規型の信号の検出は正規定常確率場の最大値

の分布を必要とし,チュープと呼ばれる領域を考え

る方法で近似されてきた.そ の信号の位置の信頼領

域構成では,ある非定常な確率場の最大値の分布を

必要とし,テ イラー近似などで別の確率場を考える

方法が提案されてきた.こ こでは検定統計量を代え,

信号を仮定した位置を除いた確率場を考えることに

より,信頼領域構成でもチュープの方法を用いるこ

とを提案し,テ イラー近似の方法より有用なことを

数値実験で確認した。

D‐9 事象発生時刻の不確定な点過程の推論
統計数理研 尾 形 良 彦

活断層のトレンチ調査にもとづく地震発生の推定

時刻は堆積地層の年代推定に基づくので多かれ少な

かれ幅をもった時間区間 (または不確実性を示す何

らかの分布)と して与えられる場合が多い。通常は

この区間の中央値などを発生時刻データと見倣して

更新過程などの統計モデルを当てはめるが,本報告
では時間区間や不確実性を示す分布をそのような発

生時刻の事前分布とし,更新過程の尤度と合わせて
事後分布を考える.このベイズモデルの最大積分尤
度によって更新過程のパラメタを推定し,異なる分
布を持つ更新過程同士の適合度を比較をすることが

できる.さ らに発生時刻の不確実性の精度を周辺事
後分布として絞 :り 込むことが出来る。

7月 30日 (木)(午後 E会場)

共通テニマ :離散デニタの解析(IX)数量化関係 (2)
ォーガナィザー

東京理大・理工 富 澤 貞 男
座長 大学入試セ 柳 井 晴 夫

E‐1 離散データの生成分分析
中央大 杉 山
中央大 竹 田

E‐2 カテゴリカル・データの非計量的主成分分析
とその応用             ‐

名大・教育 村 上   隆

複数のカテゴリカルな質問項目に対する反応を,

主成分分析的に扱うために,各カテゴリ‐に (必要
なら)複数の数量を,与えられた次元数の因子モデ
ルによって最大限に説明できるように付与する方法

が開発された.こ の方法は,アイテムカテゴリニ型

のデータの数量化 3類を特殊な場合として含んでい

た。回転についての新たな問題が提起され,実デー

タヘの適用の結果が論じられた.そ こから,主成分

分析と数量化 3類の結果の不一致が, 2つの方法が

引き出しているデータの変動の側面の違いに帰され

ることが示唆された.

E‐3 双対尺度法における解の評価
静岡大・情報 山 岡 文 康

双対尺度法によって得られる複数の解 (軸)力 そ`

れぞれどの程度の説明力を持つかに関しては,主成
分分析と同様の寄与率の他,様々な指標が提案され
ている.しかし,得られた解がガットマン効果の影
響を受けている場合には,′ これらの指標は必ずしも

適切な情報を提供してくれない.本報告では,双対
尺度法を理想点モデルから定式化する方法を採用

し,解,あるいは複数の解の組み合わせが理想点モ
デルの意味でどの程度反応パターン (データ)を再
現し得るかという観点から解を評価する指標を提案
した。

E‐4 数量化 4類の基準による展開法の試み
金沢大 。文 岡 本 安 晴

、対象のグループが {χ};′ =1,… ,多 と{路};ノ =1,
・・・,%の 2つあって,χ と考の類似度 θJ≧ 0が与え
られているときの展開法を数量化 4類の基準 0=
二Σあ4を用いて行うことを試みた.データ行列E
=(θ♪を行和および列和を対角要素とする行列El
および E2に よって調整した行夕JG=El~12EE2~1′ 2の

特異値分解を用いて対象の布置を決めた.

E‐5 経時離散デニタのスム…シング数量化法
甲子園大 0人文 足 立 浩 平

経時的に測定された複数個体のカテゴリカル・デ

ータから,カ テゴリーおよび個体の経時変化を表わ

す空間布置を求めるため,ス コア (数量化得点)の

平滑化を考慮した数量化法を考えた。すなわち,従
来の数量化法は,個体の各時期のスコアとカテゴリ
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―のスコアとの非等質性を考慮するが,こ の非等質

性基準に,各個体における隣接時期のスコアの非平
滑性基準を加えたものを目的関数として,制約条件
のもとで最小化する方法を提案した。提案法の最適

解が簡便な固有値分解にようて得られることを示

し,適用例も報告した.

7月 30日 (本)(午後 (II)A′会場)

共通テーマ :離散データの解析 (X)医学統計関係
(3)

オーガナイザー

東京理大・理工 富 澤 貞 男
座長 広島大・原医研 大 瀧   慈

A′‐1 計数データに対する変換の再考
フアイザー製薬 濱 崎 俊 光キ

阪大 。基礎工 後 藤 昌 司

事象数の変換または「再表現」は,データ解析者
が最も頻繁に行っていることである。例えば,変換
後に誤差分散の均一性を狙うのであれば,Poisson

分布に従う変数の場合に平方根変換, 2項分布に従
う変数の場合には逆正弦変換あるいは角変換を使用

することが多い.本報告では,一般的に用いられて

ぃる既知の離散分布または事象数に対する変換の妥

当性を,BOX&9ox(1964)が提案したベキ変換の枠
組みの中で評価し直した.さ らに,それらの分布が

未知である場合に,その分布を向定し,確率を近似
するための手法を与えた.また,これらとは別に順
序のある 3個以上のカテゴリーをもつ反応確率に対
する変換を概説した.

A′‐2‐ 二値デ=夕の量反応関係と聞値モデル

岡山大・環境理工 大 竹 正 徳

離散データの量反応関係を聞値モデルによって評

価した.適用データは胎内被曝の重度精神遅滞の有
無および直接被曝の自内障と脱毛の有無の放射線感

受性について種々の闘値モデルに基づいて検討した

結果を発表した.またI ABCCO放影研での癌死亡や

癌発生率データに対してポアソン分布を仮定し,時
間 ιに対する人年リスクのハザード分析についても

述べた。

A′‐3 臨床試験における同等性の検証一対応のある
データの場合―

沖電気 高 畑 一 夫摯

成険大・工 岩 崎   学

新薬承認のための臨床試験における同等性検証の
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問題を,対応のあるデータの場合について論じた.
この場合の同等性検証では,(有効,無効)お よび(無

効,有効)と なったペアの数が問題となるが,それ
らが,共に小さし―ゝ場合とそうでない場合を分ける必

要があること,お よび,データがどのように得られ
たのかについての情報が不可欠であることを強調し

た.検証方式 としてはハ ンディキャップ付 き
McNemar検定を用い,さ らに例数設計についても
論じた.

A′‐4 臨床評価における順序カテゴリ■デ…夕の解
析について下要因分析の方法―

日本イ‐ライリリー 上 坂 浩 之

本報告は臨床試験における順序カテゴリ,応答の

解析法を整理し概観した.まず順序カテゴリーデー

タの解析の一般理論の分類を与えた。次いで種々の

試験デザインとその下で発生する典型的な問題を類

別して述べ,それぞれの問題に適切な解析方法を述
べそれを解説または提案した文献を示した。後半部

では:十分な議論がなされていないいくつかの問題
を紹介し,若干の解法を提示した。

7月 30日 (木)(午後 B`会場)

恭通テ‐マ :統計―般理論 (ⅡI)

座長 統計数理研 平 野 勝 臣

B′‐1 分散安定化とスチューデント化 :相関係数の
正規近似に関連して
=     

東工大・情理工 藤 澤 洋 徳

相関係数の推測問題において,分散安定化とスチ
ューデント化という二っの変換が存在する.過去に
は「正規近似 (歪度)の意味に於いて,分散安定化
の方がスチューデント化よりも良い」という結果が

知られている.本報告では,(相関係数の問題をも含
む)よ り‐般の場合に,二つの変換の間には歪度の
みならず平均に、も簡単な関係式があることを指摘

し,さ らに欠測データの問題などへの応用にも触れ

た。

B′=2 F分布の正規性変換とその応用について
阪大 0基礎ェ 磯 貝 恭 史

F分布について正規分布への変換として,それの
Wilson=Hilferty変換の公式を導出した.また,その

公式IT般化 F分布の定義から,新しいべき正規分
布族が導かれることを示した.さ らに,性能を調べ
るために,数値例を用いて,従来あるBox&Co支 の
べき正規分布族との比較,および,い くつかの応用
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例を示した.                  Samders分 布等について考察した.ま た関連する数

B′‐3 幾何分布に従う確率変数の和の分布の Schllr 
値計算等も年

った.

多項式表現                 B′ ‐7 記録値について
東京理大 0工 橋
東京理大・工 仁

幾何分布に従う確率変数の和の分布について,そ
れらの確率変数が独立であるが,必ずしも同じパラ
メニタを持たない場合を議論した.その和の分布の
密度関数および階乗モーメントが,シュアー多項式
で表現できることを示し,さ らにシェアー多項式の

持つ組合せ論的性質,つ まリヤングタプロの列挙か
ら,容易に計算できることを示した.

B′‐4 松下類似度の制限付き最尤推定
東京理大・理 南   美穂子
慶應大・翠工 清 水 邦 夫・

2つの母集団のそれぞれが等分散の 2変量正規分

布にしたがうとき,松下類似度の制限付き最尤推定
について考察した.比較のために,最尤推定も考慮
に入れた。標本は, ミッシングを含むことを想定し
たデータ構造を仮定した。シミュレーションにより,

松下類似度の値が小さい (大 きい)と き,完全デー
タ・不完全データの双方に対して制限付き最尤推定

法 (偏 り修正を施した制限付き最尤推定法)の使用
が薦められる,と いう結果を得た.

B′‐5 稼働中システムの早■ット故障データに基づ
くシステム故障の区間予測

弘前大・理工 ニツ矢 昌 夫ホ

石巻専修大・理工 高 橋 宏 ‐

システム (独立で同一な寿命を持つユ■ットから

なる)が稼働している状態で,その中のtゝ くつかの
ユニット故障7~―夕が与えられたときに,そのシス
テムの故障に対する予測区間を作成する問題を,故
障しだユ■ットの場所の情報が与えられている場合
とそうでない場合について発表した.

B′‐6 Hazard rateの大きさの定量的評価

中央大・理工・院 武 井
.智
′裕*

統計数理研 松 縄   規

Httzard rate関 数が解析的に計算可能なexactな

形では与えられない時に,その大きさを理論的:定
量的に評価することを考えた.そ のために,パラメ
ータが微小な場合の不完全ガンマ関数に関する有用

な否等式を与え,それを利用することを試みた.例
として Inverse Gaussian, Log‐ nomal, Birnbaurn‐

姫路独協大・経情 秋 本 義 久

密度関数 /(″),分布関数ズ″)を もつ 1次元の連

続型母集団分布からの,大 きさ%の無作為標本を
・Xl,X2,… ,'Cと し,この順番に観測されるものとす

る.χ〒max(Xl,X2,¨・,X}が成り立つとき,xは
高記録値という.また,低記録値も同様に定義され
る.両者を区別なく二緒に取り扱うときは,た んに
記録値という.記録値の個数等については,比較的
よく論じられているが,記録値の分布やその諸性質
にういてはあまり論じられていない.こ こでは,高
記録値の分布についての考察を行った.

7月 30日 (木)(午後 C′会場)

共通テーマ :官庁統計 0人口統計

座長 日本女子大 0人間社会 大 友   篤

C′・1 日本における外国人の死因別死亡率の推計
‐     法政木 0経 森   博 美

現在わが国には約 180万人の外国人が在留してい

ると考えられる.報告では:これら外国人のうち,
特に在留数の多ぃ韓国・朝鮮・中国 0プラジルその

他について,性・年令階級,死因別の死亡率を推計
し,国籍間比較及び日本人の死亡率との比較結果に
ついて報告を行なった:

C′‐2 敗戦 `思春期の死亡と世代生命表
日大 0人口研 大久保 正 一

小林和正・南條善治著「日本の世代生命表」日大

人口研,1988を資料として太平洋戦争敗戦時を青年
期に通過した男子の死亡率のがとくに高くなって
いた事実を示した.これらの青年は終戦食糧難最悪
期を通過していた.女子も食糧難を同様に経験した
が,その後の特に高い死亡率はみられなかった.

C′‐3 敗戦直後を含む婚姻数推移
三    日大。人口研 大久保 正 一

人自動態統計を資料とし太平洋戦争敗戦直後を含
む婚姻数推移を初婚・再婚組合せ 4組別に描いた.
敗戦直後,夫初婚・妻再婚の婚姻数がとくに高くな
つていた。次に各組合せ夫妻の年齢分布推移を描き

太平洋戦争による婚期おくれ初婚妻の30歳代後半
から40歳代にかけとくに高い山を形成することが

再婚夫との婚姻で形成していたことを示した.
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C′‐4 二重封鎖人口法の適用 :高齢者の世帯状態変
化の要因分解

島根大・法文 廣 嶋 清 志

性 0年齢・配偶関係・所属世帯別の 4次元をもっ

た生存率夕,および配偶関係残存率π (生存し,配
偶関係不変のコーホート変化率)に より, 2つの仮
想的封鎖人口R*AR*物 が考えられ;コ ーホー
ト変化数C=R+5-Rは死亡数P(1=の ,配偶関
係変化による純増R(″―の,配偶関係変化によら
ない純移行2(ε一の に分解される.所属世帯間で
上記の2π が不変であると仮定して計算し,1975-
90年の高齢者の世帯状態変化に関して新たな知見

を得た.こ の方法は他の状態変化でも適用可能であ
るこ

C′‐5 高齢者の社会活動と市町村対策との関連
―社会生活基本調査に基づ く検討二

東大・医・疫学 橋 本 修 二'
名大・医 0予防 青 木 利 恵
名大・医・予防 玉 腰 暁 子

高齢者の社会活動促進対策の市町村実施状況を

「全国市町村における高齢者の社会活動に関する実

態調査」,高齢者個人の社会活動実行状況を指定統計

の「社会生活基本調査」から得て,両者の関連性を
検討した.い くつかの対策で関連が見られ,こ のよ
うな課題に対する統計資料利用の有用性が示唆され

た.

c′
‐6「単収/人口」からみた穀物の生産動向

統計数理研 柳 本 武 美*

食品総合研 柳 本 正 勝

FAOの Production Yё arbookの 資料を用いて,
世界及び主要各国の穀物の生産動向を調べた.以前
に演者らが指摘した傾向から転じて,1980年代初め

から減少傾向を示していることが分かった.こ の傾
向を「単収/本回」という指標と収積面積に分解す
ると, 2つ の指標が共に減少していることが分かっ

た.特に我が国を含めアジアの工業国にその傾向が
顕著である。解析にあたっては平滑化法が有用であ

った.

C′‐7 1MFデータ公表基準について
総務庁統計局 竹 永 健 一摯

、     総務庁統計局 松 尾 和 彦

IMFは金融危機の予防手段 として,IMF加盟国
が自国の経済・金融データを提供するための指針と
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なるIMF・データ公表基準を作成.基準には,特別デ

ータ公表基準 (SDDs)と 一般データ公表システム

(GDDS)が あり,我が国はSDDSに加入し,経済・

金融データの所在源情報等をインターネットで開

示.IMFデータ公表基準は,国連で取り上げられて
いる「官庁統計の基本原則」「Best Practice」 の趣旨

に合致。今後も内容の充実が望まれる.

7月 30日 (本)(午後 E′会場)

共通テーマ :離散データの解析 (XI)数量化関係 (3)

オーガナイザー

E′‐1 離散データ解析における曲線当てはめ法の利
用について

北大・工 水 田
統計数理研 馬 場

いくつかの離散データの解析法では,多次元空間
の布置によって離散データを表現する.得られた希
置を検討する方法の 1つ として曲線当てはめ法が考

えられる.例えば,数量化Ⅲ類による解析結果を主
曲線法 (Principal Curves)に より表現する方法があ

る.

本報告では主曲線法,一般化主成分分析,代数曲
線当てはめ法について,離散データ解析の観点から
紹介した.

E′=2 負の二項因手分析

―頻度表の潜在変数モデルー

小樽商科大・商 小笠原 春 彦

被験者×変量の頻度表において,因子分析モデル

に類似した潜在変数モデルを提案した.潜在変数の
第 1のグループは共通因子に相当するもので,各変
量に共通にあらわれる.同 じく第 2のグループは各

変量別にあらわれる被験者の得点で,特殊因子に相
当するものである.前者の潜在変数が与えられたと
きに,頻度の分布は負の二項分布に従う.因子負荷
に相当するパラメこ夕は,共通因子に相当する潜在
変数を積分消去した周翠尤度をEMアルゴリズム
の一種を用いて最大化することによって推定した.

Eイ‐3 離散データのための潜在変数モデル
立教大 ◆社会 山 口 和 範|
東洋大・経 渡 邊 美智子

離散データのための潜在変数モデルである潜在ク

ラスモデルにお・いて,そのモデルのグラフ化が可能
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となるような拡張を行った.具体的には,潜在クラ

スを規定する潜在変数の数を複数にすることで,顕
在変数と潜在牢数の対応をつけ,グラフ化 (パス図)

を行つた.               `

E′‐4 連続・離散データの縮小ランク回帰とその応
用
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連続量 (数値データ)と離散量 (カ テゴリカルデ

―夕)の混在した多変量データに関して,縮小ラン

ク回帰分析のアプローチを提案した。これは尺度混

在デァタの冗長性分析法 (QRDA法)がそのまま利
用できることを示し,応用例としてニオイのデータ
の分析結果を示した.また説明変数セットが連続・

離散データで,従属変数セットが連続データの場合
に,林の数量化法 I類の適用と上記のアプローチと

の相違を考察した.


